
28巻 4号 平成 9年 3月

東 京 大 学

大学院理学系研究科・理学部

轟

干
′
ヽ



ハロイサイ ト (halloysite)の 高分解能電顕観察

ハロイサイト lhal10ysite,A12Si205(OH)4・ nH20)は長石やその他のアルミノケイ酸塩鉱物の風化生

成物として、ごく一般的に見られる含水粘土鉱物である。その研究対象として興味深い点のひとつは特

徴的なチューブ状の外形である。図 aは高分解能SEM像によつて得られた米国ネバダ州 Eureka産の

試料であるが、不完全に巻かれたチューブの形状がとらえられている。このよう形状の成因は、その結

晶構造において若干平面方向のサイズの異なるSi四面体層とAl八面体層がつながるときにそのミス

フィットを解消するために起こると言われている。ところで今までにもこの鉱物に関する多くの研究が

報告されているが、その微細構造に関しては多くの疑問点が残されている。その原因のひとつは、この

鉱物が真空中で極端に電子線照射に弱く、高分解能電顕観察 (High‐res01ution transmission electron

microscopy:HRTEM)力 Sほ とんどできないことにあった。今回示したものは最近開発された高分解

能イメージングプレートを用いて非常に微弱な電子線量によって記録された HRTEM像である (図 b,

C,d)。 図bは [100]方向より観察した格子像であり、対角線方向に走るチューブの中心軸の周りの

ハロイサイト層がとらえられており、刃状転位や予想されなかった積層構造がわかる。さらに図 Cでは

ハロイサイ ト単位層中のSi四面体層 (黒い点列)と Al八面体層 (黒 い線)が識別され、積層構造が

直接判別できる (図中右上の小さい矢印)。 また図中の大きな矢印は、刃状転位の位置を示している。

さらに図dは このハロイサイトチューブの断面 ([010]方 向)の格子像であるが、20nm程度の厚さの

ハロイサイトのシートが“渦巻き"と なっていることがわかる。なお今回の一連の電顕観察は理学部鉱

物学教室の電子線分析実験室の装置により行ったものである。
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《退官者の挨拶・退官者を送る》

理 2号館は本郷キャンパスの南西の地に建つ。風格の

あつたこの建物はケヤキの大樹に囲まれ、ひっそりと作

んでいる。今年、欅の館は竣工63年目を迎えようとして

いる。

1976年 3月 、私が植物学教室に着任したとき、ここは

生物学科 3教室と地学科 3教室の教育・研究の拠点であっ

た。当時、地質学教室が 1階中央廊下の両側にあり、薄

暗い通路には岩石標本が天丼に届 く高さに山積みされ、

ひと1人がやっと通れる空間が残されているような状況

であった。1977年、理 5号館の新築にともない、地質学 。

鉱物学教室が移転し、老朽化の一途をたどる建物の大改

修が行われた。 2年度にわたる工事期間に、 [生体制御]

の看板を掲げた新研究室は4度の館内移転を余儀なくさ

れ、スタッフと院生は新しい実験室・居室の計画・設計

セこ'lt殺 された。2階から1階へ、さらには 3階へと移 り、

地階にも臨時の実験場所が用意された。

この慌ただしかった月日とその後の静かな歳月のなか

にあって、私は、異なる窓辺、違った視角から見る四季

折おりのケヤキの風姿風情を楽しんできた。とりわけ、

浅春のとき、芽立ちのころのケヤキを美しいと感じてい

た。槍のそこかしこに羽毛のような塊が現れ、一朝一夕

の瞬きの間に早緑の小葉が芽吹き、柔らか く淡あわとし

た緑の延を拡げていく。新緑に薫風がわたり、爽緑が深

緑に変わるころ、樹幹は梅雨の滴りに濡れて鈍色に光る。

緑蔭に熱気が立ちこもる夏、ケヤキの森は賑やかなセミ

の宿 となる。うたかたの蝉声は秋を招き、中秋の月下、

密やかに黄葉への兆しが訪れる。公孫樹と華を競うよう

に、樹葉は日々に黄ばみ、色を溜め枯れ、初冬の空を朽

葉色に染めあげていく。寒霜の立つ朝、槍を射る光の下

の枯葉の褥はかそけき音をたて、靴裏に再びの春の訪れ

を告げるようだ。

定年の年のこの春、欅の館に三度の槌音が響いている。

地理学教室の転出をうけて、理 2号館の改修が始まって

いる。待ち望んでいた進化多様性大講座の教官・院生を

さらば 欅の館 一残心の記―

安 楽 泰 宏 (生物科学専攻)

anraku(Duts2.s.u.― tokyo.ac.ip

迎え入れ、広域理学大講座の研究環境を整備するための

工事が急ピッチで進捗している。長年の懸案であつた生

物科学の大同が成る時に会えたことを喜び、誇 りを覚え

る。思い返せば、就任当時、動物、植物、人類学教室の

伝統、歴史、文化、学問のありようの違いに戸惑つたこ

とがあった。爾来、18人の教授をお見送 りし、今は盛 り

のゲノム学を共通言語 とする若い教官団が温れ満ちてい

る。時の流れと新しい人々の集いのなかから、理学部生

物学は共生し、躍進する意志を表明した。それにしても、

この建物は老化し、その余命は尽きようとしている。到

底、21世紀の生物学の牙城となり得ないであろう。輝か

しい伝統と新しい巨歩をこの建物にのみ埋め残すことを

容認してはならないと思う。新たな化石を胚胎させる鮮

新の知恵と方策が求められている。

9年前、藤田学部長の頃から、私は、企画委員会や理

学院計画委員会委員の役を仰せつかり、新理学院構想の

策定、大学院重点化の議論に参画させて頂いた。1993年、

大学院重点化の最初のターニングポイントを廻 り、いま、

理学系研究科は漸進から渾身の前進への時を迎えている。

特に、生物学科は生物科学専攻への改組、進化多様性大

講座の新設の過程で理学部全教官・職員のかたがたの多

大のご支援を頂いてきた。これを貴し、理学系研究科の

全面的発展におおいに協力し、尽力を惜しまないことを

願っている。

さて、柏問題がある。奔馬は放たれた。見えない乗 り

手は姿を現し、日輪を目指して、一路の疾走を始めて欲

しい。草原を疾駆して山を見なければ、地を穿って山を

造 り、河を止めて水路を拓き、湖を養えばよいではない

か。柏キャンパスの構想 と実現は東大にのみ許される最

後の知的冒険であろう。われわれの知力と知的強靭性が

そこに問われている。その成功不成功の埒を越えて、議

すべきことを決し、試すべことを験して頂きたい。さま

ざまの思惑を退けつつ、特例定年制、学融合カリキュラ

ム、協調的研究プログラムなどの諸問題に光をあて、敢

然としてこれらの難間に取 り組むための、学内外の輿論

をさらに鼓舞して頂きたい。

21世紀、教育の重要性はますます高まるであろう。人

間の教育、科学技術の教授にさいし、法文 。理学の教官

の責務は一層重大視されると思われる。純粋理学は長ら

く科学の中枢 として精緻化し発展してきた。今後は、自

然の摂理、寓意に対する重層的理解を求められることと

なる。理学者の意識の変革、総合的思念の拡張への努力
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が必要となろう。それを愉しいことと思いたい。とまれ、

駒場、本郷、柏のそれぞれの地で、このような知的実践

が豊かに行われ、教官学生あいともに百花斉放、千樹平

成の時を迎えられることを念願している。

さても、さても、私は充実した歳月を楽しみ、皆さま

より身に余るご厚誼を黍なくいたしました。私は、一生

ひとつの生きざまを求めてきました。乾坤に万里の眼を

馳せ、ただ一石を投じました。瞑目してその飛跡を見つ

めています。残心、それを私は爽快な虚と捉えています。

長い間、誠にありがとうございました。心より御ネL申 し

あげます。 欄筆合掌
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安楽泰宏先生は、昭和51年 に薬学部から理学部植物学

教室に移られ、生体制御 という新しい名前を冠した講座

を担当されました。柴田桂太名誉教授以来の植物学教室

の伝統であった、生化学の復刻であります。大学院重点

化後も、生物科学専攻植物科学大講座の生体制御研究室

を引き続き主宰され、本年停年を迎えられることとなり

ました。その間、理学部 。大学院理学系研究科の企画委

員長、評議員を務められ、本学の教育 。研究活動の推進

に大きく貢献してこられました。学外においては、現在

日本 生 化 学 会 会 長、FAOBMB(Federation of Asian

and Oceanian Biochemists and 1/1olecular Biologists)

会長等の要職を務められており、わが国だけでなく、広

く世界の生化学の発展に大きく寄与してこられました。

先生のご専門は、生化学の中でも特に細胞生化学と呼

ばれる分野で、生体エネルギー代謝、イオン・物質輸送

などに関する研究で多 くの業績を残されてきました。ま

ず、Anrakuペ プチドという名前がつけられた結合タン

パク質を介する能動輸送過程の発見は、ノーベル賞学者

P.ミ ッチェルの化学浸透説に新しい生物学的な意味づ

けを与え、世界中からの高い評価を受けました。その後、

細胞膜を生命のゆりかごと捉え、生体膜タンパク質の機

能に関するパイオニア的研究を国内でスター トさせまし

た。39才で研究室を立ち上げて以来、研究室に参画した

若い人々とともに、イオン・物質輸送を掌るタンパク質、

呼吸鎖の成分であるタンパク質複合体、エネルギー転換

系としてのH+‐ 輸送性 ATP分解酵素、細胞小器官の

構成成分であるタンパク質の合成過程の研究に至るまで、

幅広 く膜タンパク質の研究を行なってこられ、この領域

の研究をリードしてまいりました。そのような研究の流

れの中から、最近ではタンパク質の自飾的切断と再結合

を伴うプロテイン・スプライシングを発見し、今なおタ

ンパク質の持つロマンを探 り続けていらっしゃいます。

今から15年前に研究室の一員として加わって以来、私

が研究室の中でお身受けする先生は、素晴らしい研究指

大  矢 禎 ― (生物科学専攻)

ohya(D uts2.su.‐ tokyo.ac.jp

導者、教育者でありました。先生が何にもまして大切に

された研究室のセミナーは、いつもピリピリとした緊迫

感が漂い、学生の新しい発見に厳しさと愛情を持って接

し続けられました。研究のオリジナリティという表現を

よく使われ、研究に対する姿勢について学生の背筋を正

すことはもとより、大局的な観点から幅広い分野の研究

に対して多くの指針を与えて下さいました。先生は、個々

の学生の隠れた長所をすぐに見抜かれて、また学生の個

性を伸ばすことを学問の発展と同じレベルで重要視され

ていました。その一方で、学生と野球などのスポーツを

行なうことも楽しみの一つにされていました。スポーツ

の時も真剣で、「俺たちは遊びでやっているんじゃないJ

と、やる気のない相手チームを激怒したことも語録の一

つとしてのこっています。

研究室の外でのご活動については、以前はほとんどお

話になりませんでしたが、私が教授会メンバーになって

から多くのことを学ばせていただきました。かけがえの

ない、貴重な体験ができたことに感謝いたしております。

先生は会議、学会で直接お見受けする時はいつも、凛と

していらっしゃいました。流暢な演説と筋を曲げない鉄

壁さは、私ならずとも感服した方がいらっしゃったので

はなセゝかと思います。

先生は、よく難解な言葉でお話され、卓越した語意力

を駆使した文章をお書きになります。その深い味わいは、

今でも私は辞書を引きながら読まなければよく理解でき

ません。このことを例にあげるまでもなく、先生の風格

と品位は私を初めとしてどの門下生もまだまだおよびも

つきません。皆それぞれに手のかかる学生だったことと

思いますが、今までそれぞれの個性を伸ばしていただい

たことに対して、私共は大変感謝しております。そして

先生がそれぞれに示された学問の道も21世紀に向かって

益々発展されていくつもりです。

先生、これからを楽しみにしていてください。

安楽泰宏先生を送る
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研究者として「生涯現役」を目指す

名人、巨匠、文豪と呼ばれる人は年を取っても自分の

頭や体を動かし仕事をして、優れた成果を挙げる。即ち、

創造的な活動においては、年齢制限は無 く、「生涯現役J

であると思う。私もこの様な姿勢を持ちたいと若い時か

ら考えていた。

私は東北大学金研より東大理学部に転任して15年弱に

なるが、新しい「表面物理学研究室Jを開設し、研究体

制を整え、学生を迎え、何かしかの成果を上げるには、

余 りにも短 く、忙 しい毎日であった。私は実験装置を自

作 し、新しい実験データを出すことは多少の自信があっ

たので、私自身で実験装置を動かして研究を行うこと、

即ち「生涯現役Jであることを最大の目標にした。しか

しながら、この精神は必ずしも全うすることが出来ず、

誠に残念に思っている。それは次の様な事情による。井

野研では表面構造や薄膜のエピタクシー現象の研究が目

標である。東北大からは反射高速電子回折 (RHEED)

装置一台を持ってきたが、この装置で助手と数人の学生

が実験を行えば、これに私が入 り込むのは無理で、無理

に私が実験を行えば学生の実験時間を犠牲にすることに

なる。やがて実験装置も徐々に増えたが、同様に学生の

数も累積的に増えたので、やはり私の割当時間は殆 ど無

かった。もちろん、新入生への実験のやり方の指導、装

置が故障した場合の対策、新しい実験装置の設計等は私

が行った。やがて、助手 。学生の研究成果が出始め論文

修正の仕事が急激に増え、当然のことながら他の雑用も

増えたので、定年の 2年程前までは自分で実験を行って

データも取ることは遂に出来なかった。しかしながら、

優秀な学生が多かったので、やや不満の実験データもあっ

たが、多 くの興味深い論文を書 くことは出来た。例えば、

RHEED法、電子線励起 X線全反射角分光 (RHEED‐

T]υⅨS:ト ラックス :特許)法、超高真空走査電子

顕微鏡 (UHV‐SEM)法、 2次元表示新型電子分光器

(特許)等の開発やエピタクシー過程における電気伝導

に新 しい現象の発見、多重双晶粒子 (MTP)に アルカ

ンチオールをイガ栗状に結合させた MTPミ セルの発見

(特許出願中)等の好運に恵まれた。

約 2年程前より学生が減 りはじめ、多少の時間が出来

井 野 正 三 (物理学専攻)

s‐ in。 @phys.s.u― tokyo.ac.ip

たが、井野研究室で開発・改良 。発展させてきた トラッ

クス法に関するレビューを書 くことを依頼され、その作

業に没頭するようになりまたもや実験時間が取れなくなっ

てしまった。レビューと言っても殆どの結果が井野研で

行われたものであるから、実験的な側面からまとめるの

は容易であった。その内容は、以下の様なものである。

(1)実験方法の原理、電子銃の構造、機能及びX線の検

出方法等の説明。

(2)放射X線の取 り出し角 (α )を変えると表面から放

射されるX線の強度が著しく変化し、 αをX線の全

反射角 (α 。)近辺に設定すると、高感度の表面元素

分析が可能 となること (α 依存性 :高感度表面元素

分析法 :特許取得)。

(3)電子線の視射角 (θ )を変えると、放射X線の強度

が変化し、これを解析すると表面からの元素の深さ

の分析が測定出来ること (θ 依存性 :表面元素の深

さ分析法)。

(4)上記の性質を不U用 して、Si、 Ge等の結晶表面にAu、

Ag、 Sn、 In、 Ga等 の金属を 1～数原子層ごとに1買

次に成長させ、表面における元素の挙動を解析する

ことにより、種々の新 しいエピタクシャル成長様式

を発見したこと等である。

実験的にはこの様に見事に体系的になってきたが、こ

れらの解説をまとめながら痛感したことは、理論的な面

が全 く欠けており、是非追加したいと考えるに到つた。

そこでX線の全反射現象に関連した従来の論文や解説を

読み始めたが、非常に解 りにくいものばかりで、最初は

閉回した。徐々に論文を遡ると1930年代からはドイツ語

の論文が大多数となり、X線の全反射現象の発見者であ

るコンブトン (1923)に辿 りついた。これらの論文を読

んでいる内に、その理論的な内容も徐々に解るようにな

り、問題点が見えてきた。そして遂に理論の不十分な点

に気付き、X線の全反射現象に関する新しい厳密解を発

見した。この理論では、X線の屈折率 (n)を n=1_
δ― iβ (δ ～105、 βは線吸収係数)、 X線の視射角

(θ )、 全反射角 (θ c)、 X=θ /θ c、
g=1-X2と

置 くとき、X線の全反射角付近においては、X線の透過

波 (エバネッセント波)の角度依存性に置けるピーク位

置は、 gの 3次方程式 (Xの 6次方程式)で表されるこ

とが発見された。この理論によれば、井野研が研究して

きた様々な実験結果をほぼ首尾一貫して説明できること

が解ってきた。この理論は現在さらに発展する見通しも

立ってきた。この理論に刺激されて、 トラックス法は実

験的にもさらに大きな発展が期待できることも判明し、
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現在その新しい実験の準備を意欲的に進めている。

研究内容の説明がやや長 くなったが、この様な成 りゆ

きを見て思うことは、やはり最初に書いた様に、研究者

は生涯現役でなければならないことである。芸術家、小

説家、名人、匠 と呼ばれる方は生涯現役であり続ける。

それに比べて大学の先生方は生涯現役の人は少ない。従つ

て大学教授は研究面においては本来の能力を発揮してい

ない様に見える。東大の多くの教授は、雑用が多すぎる

ために、生涯現役であり続けることは困難なのかも知れ

ない。教授になる前には現役の研究者として本来の能力

を発揮していた人でも、教授になると見てる間に雑用掛

かりになってゆくのは何んとも惜しいことである。もち

ろん人によっては、自らその道を選んでいる人も居るよ

うにも見える。というのは皮肉なことにその方が大型予

算が通 り易いからでもある。

この様に、大学の教授が生涯現役であり続けることは

容易ではないのかも知れない。定年に成 り、学生という

手足をもぎ取られて初めて自分の本来の姿になり、その

能力が発揮出来るのかも知れない。私の場合は定年の近

づいた 2年前より学生数が少なくなり、自分自身で考え

て自分で実行せざるを得なくなってきた。その結果、間

題点を納得がゆくまで追求することが出来るようになり、

良い成果が得られたと思っている。自分自身で深 く研究

に取 り組むようになり、実験面においても最近様々な新

しいアイデアが湧き出してきた。例えば、 2年前から新

しい機能を持った電子銃や トラックス法におけるX線分

光の超精密化の装置など、学生の手を借 りずに、私自身

が設計し作製してきた。というのは、学生にはすでに別

のテーマを与えてあり、研究が集束段階になっていたの

で、さらに別の新しいアイデアが出たからと言って急に

研究テーマを変更する訳にはゆかなかったこともある。

私は、 4月 の定年よリー足早 く、 3月 1日 より宇都宮

大学工学部電気電子工学科に転任になる予定であるが、

これらの新しい実験を遂行し、 トラックス法をより使い

やすい、より有効な方法に完成させたいと意気込んでい

る。さらに、 トラックス法を半導体、超伝導体、磁性体

薄膜等の新物質の作製やその評価を行うための方法とし

て装置の改良、開発をも行い、この方法をよリー般的な

ものにすることを目標にしている。その他、種々の金属

MTPミ セルの開発など、いくつかの別の新しい研究 も

計画している。やや取らぬタヌキの皮算用になってしまっ

たが、「生涯現役Jが私のモットーである。

井野先生が東北大学から転任されて当物理教室に研究

室を開かれた時、私はタイミングよく第 1期生として井

野研究室に入れていただきました。それから約13年 間

(途中 5年間は外にでましたが)、 学生 として、そして

一緒に学生を指導する立場になってからも色々とご指導

頂きました。私の日から見た先生の教育方針は、学生の

自主性 と個性を最優先して大切にするということです。

そして、学生に対して非常にフランクに接し、常にエン

カレッジすることしかおっしゃらないということです。

先生の口癖の一つに、「これは大蛇のシッポかもしれな

いぞ」というのがあります。つまり、実験をしていて、

おや変だぞ、と思ったことは、ひょっとすると大発見へ

の糸日かもしれないので、しつこく追っ掛けて行きなさ

い、という教えなのです。 (も ちろん、大半は「 トカゲ

のシッポ」に終わるのですが。)しかし、東大の優秀な

学生には (昔の私も含めて)なかなかこの言葉の重要性

が理解できないのです。高尚な理論によって予言された

現象以外はつまらないもの、という先入観が強いわけで

す。それに関連して先生の別の口癖を思い出しました。

長谷川 修 司 (物理学専攻)

Shtlii@phys.su.‐ tokyo.ac.」 p

「君達はシュレディンガー方程式に毒されている。」 こ

の言葉から想像されるように、先生の研究姿勢は非常に

素朴な疑問から出発し、実験装置も素朴で、しかし、世

界で唯一のものを手作 りされて、数々の独倉」的なご研究

を生み出して来られたわけです。井野研究室の学生達は、

先生のこのような考え方やお人柄に知らず知らずのうち

に多大な影響を受けて卒業していきました。そして、そ

れぞれの分野、職場に入ってから丼野研究室の良さ、井

野先生の言葉の意味を改めて認識した、という声をほと

んど全ての卒業生から聞きます。

強いて挙げるとすると、先生の数々のご研究から三つ

のヒット作を挙げられます。年代順に、(a)真空労開法

の開発 とそれによるエピタキシーの研究、(b)多 重双晶

粒子の発見、(C)RHEED(反射高速電子回析法)の開

発 とそれによる表面物理での数々の発見、であります。

前の二つは 1960～ 70年代のご研究で、その当時も高 く

評価されて数々の賞を受賞されていましたが、実は、そ

れらの古い論文の引用件数が、最近数年間に再びおびた

だしい数にのぼってきているのです。エピキタシーや微

井野正三先生を送る
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粒子の研究の最近の流行の影響もありますが、それにし

ても先生のご研究の先見性には驚かされます。真空労開

装置および RHEED装置は全 くの手作 りで、しかも現

在でもメーカー品より性能が優れているものです。この

工作には、先生が少年時代、天体望遠鏡を手作 りするた

めにレンズを自分で磨いたという経験も生きているとい

うから驚きです。

私が井野研究室の学生だったころには、RHEEDの研

究に焦点を絞つて研究が進められていました。当時の物

理学会の表面・界面分科会では、シリコン表面構造の解

明を中心課題にして様々な研究手法が提案され、活発な

議論が戦わされて異様な熱気を感じるほどでした。その

なかで、RHEEDを引つ提げられて井野先生が常に議論

をリー ドし、科研費による研究会なども主宰されてきま

した (お かげで私たちに雑用もふってきましたが)。 一

方、先生の開発された RHEIDは 今や表面研究の最 も

基礎的なツールとして普及し、同時に反射電子顕微鏡法

などへの応用にもつながるなど、井野先生のご研究の影

響力は計 り知れないものがあります。先生は現在でも表

面物理の新しい問題を次々と発掘されており、東大から

宇都宮大学に移 られた後にも新しいご研究を計画されて

います。先生が次々に見いだす新しい問題を解 くだけで

も独創的な研究になるわけで、その意味でも先生が近 く

におられなくなるのは寂しい限りです。先生の新天地か

らの情報発信を心からお待ち申し上げています。
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我々の世代が育ってきた時代は、日本の歴史の中でも

大変な激動期であったと考えられる。そのころ小学校は

国民学校 と言われていた。私が国民学校 3年生の時日本

は敗戦 となった。螢回、奉天 (今の活陽)をへて終戦か

ら数年の後ようやく日本にたどり着 くまで、混乱の中を

かの地で過ごした。奉天では秋から冬に向かって寒さが

日に日に厳しくなり、暖をとるための木の切れ端を探し

て濠1場の中に入った。中は宅 り取られたように椅子もな

く、床に紙切れが散乱しているだけであった。その中に

地図帖の 1ページを見つけ思わず拾って持ち帰った。同

時に拾ってきた細長い木にlm(と 信じる)間隔の目盛

りを付けて物差を作成した。この物差しを使って広い紙

の上に経線 と緯線を引き、同時に地図の上にも経線と緯

線を勝手に引いた。これらの線を頼 りに、自紙の上に地

図を書き移す作業に熱中した。このような自分の思い付

きに興奮し、沢山の山や川、町や村の名前を覚えた。学

校などに行ってはおられず真っ当な教育は受けられなかっ

たので、この様な方法で勉強するしかなかつた。このと

き、奉天には多 くの日本人居留民 (日本人は居留民とよ

ばれていた)が、まだ残留しておりその生活は悲惨なも

のであった。父と姉はこのような混乱のうちに病死 した

ので、母 と直 ぐ上の姉だけで食べていく必要があった。

私自身も、紙巻煙草を作る中国人経営の町工場で働いて

みたがあまり足しにはならず、このような時には食べ物

を売るのが一番確実と思い、自分で中国人から食べ物を

仕入れて机の引き出しに入れ、売って歩いた。食べ物を

人には売るが自分では食べられないという事は、いつも

近  藤   保

“

ヒ学専攻 )

kondow@chem,s.u.‐ tokyo.ac.jp

お腹がすいている自分にとって大変苦痛であった。その

ような時、あまり金持ちでもなさそうな中国人が目の前

に現れ、売り物の餅菓子を4個かってくれた。その菓子

を私の手に握 らせ、お腹がすいているだろう食べなさい

と言つてくれた。この中国人に対する感謝の気持ちがこ

のとき以来心に残 り、今でも忘れられない出来事である。

今になって考えてみると、敗戦後の奉天におけるこの

ような経験が以後の運命を決したのかも知れない。学校

も何もないので、勉強をしたければ自分で工夫してその

方法を探すしかないという状況は、科学者を育てるのに

最適であり、自然に科学者 としての訓練をされたのかも

しれない。また、学生を育てる方法もその中から自然に

教えられたのかもしれないと思うようになってきた。外

国の人達 とどのように接しなければならないかというこ

とも、餅菓子を買つてくれた中国人の心から教 えられた

ものではないか。勉強などは好きでなければするもので

もない。ましてや、勉強仕方マニュアルを頭に叩き込ま

れ、好きでもない勉強をして大学にはいるような事はあ

まり感ソいしない。むしろ、誰に言われなくとも自然に体

が向くような事を選ぶ事が最 も賢明であろうと考えるよ

うになった。

その時に比較すれば、現在の社会は安定で平穏のよう

に見える。しかし、社会の底流は常に変化しており、我々

はその方向を敏感に捉える必要がある。特に、21世紀に

向かって、情報技術や移動手段の革新的な進歩がもたら

され、そのため大きな社会的変動が起こりつつある。こ

れまで築いてきた日本的な社会システムが通用しなくな

るような事態に直面している。大学における教育や研究

もその例外ではない。これまでの成 り行きにとらわれる

ことなく激動の時代に得た感覚 と経験を生かして抜本的

でかつ革新的な考えのもとのに、未来を切 り開いてゆか

れることを祈念している。

最後になってしまったが、これまで長い間お世話になっ

た東京大学理学部 。大学院理学系研究科の皆様に感謝し

その健闘をお祈 りしつつこの拙文を終わりにしたい。

雑 感 1997年
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近藤保先生とは同じ恩師 (田丸謙二東大名誉教授、現

山口東京理科大学教授)を持つ、ある意味で同門という

立場でこの送る言葉を書かせて頂 くことになりました。

もっとも、同門といっても近藤保先生の場合は、幾つか

所属研究室が変わっていますので先輩後輩 という位置づ

けとは少し違いますが、多 くの指導を受けたことは紛れ

もない事実です。

近藤保先生との最初の出会いは、私が当時の田丸研の

卒業研究を行っていた学部 4年生の時です。確か昭和43

年の 1月 頃のことだったと思うのですが、見知らぬ人が

研究室に現れて馴れ馴れしく皆と話しだし、私にも声を

かけてきて、君、何を実験しているの、とか何 とかいき

なり近づいてくるので誰なんだろう、外股で微妙に膝を

曲げて奇妙に歩 く人だなあという記憶だけが残ったわけ

ですが、その時はその日だけで見えなくなったのですが、

突然 4月 初めに田丸先生から今度助手になる近藤先生で

すとの紹介があり、初めて素性が分かった次第です。そ

の後は近藤保先生が助手、私は修士課程の院生という立

場で、研究テーマは直接的関連はなかったのですが、実

にいろいろご指導を頂きました。その博識さ、興味の広

さ、アイデアの新鮮さ、解析テクニック、面倒味のよさ、

人の良さなど、近藤先生に対するその時の印象は今でも

かなり鮮明に残っています。

近藤保先生は、物性研の井口研究室で博士号を取得さ

れて後、前述のように昭和43年 4月 から理学部化学科の

助手に着任されたわけですが、助教授 (昭和54年)か ら

は同じ化学教室の朽津研究室へ移られ、朽津研で丁度始

められていた構造化学と量子化学を基礎にした反応素過

程の研究の中心的役割を担うことになったと記憶してお

ります。その後、分子科学研究所助教授を併任され、昭

和63年からは教授に昇任されて朽津研を文字どおり引継

ぎ活発な研究活動を展開し、現在多 くの研究者に注目さ

れている分子クラスター研究領域を切 り拓いてきていま

す。この間、昭和62年 には「電荷移動性をもつ物質系の

反応性と物性に関する研究」により日本化学会学術賞を

受賞しておられます。また、「微粒子 と無機クラスター

に関する国際シンポジウム」の国際会議諮問委員として

その開催、企画に尽力 し、一方で「第 XLIⅡ 回山田コ

ンファレンス「クラスターの構造とダイナミックス」な

どの国際会議を主催し、また理研シンポジウム「クラス

近藤保先生を送る言葉

岩 澤 康 裕

“

ヒ学専攻)

iwasawa@chem.s.u― tokyo acip

ター科学の展望Jを主催するなど、学会等の活動におい

ても大きな役割 と先導的地位を築いてきたといえます。

近藤保先生を一口で言うことはとてもできないほど奥

の深い、男Jの表現を借 りれば捉えどころのない、それで

いて意外と繊細で保守的であって、外観からは想像が容

易でない一面を持っていると感じます。中国東北部で育っ

たせいか、大人的でもあり、また佐渡での生活から部落

の親分的でもあり、私が知る東大教授の中でもかなり異

質な才能を持つ研究者だろうと思われます。研究と同時

に教育にも熱心であり、長いこと駒場での第 4学期の量

子化学 Iを担当されかなり力をいれて講義をされておら

れたようです。入れ込みすぎたせいか、近藤先生特有の

行動パターンなのか、ダブルの背広に色物のフイシャツ

を着込んで出掛けて行っていたと記憶しています。近藤

先生の特異な才能の一つに他人 とすぐ仲良しになってし

まうことがあり、これは外国人 とでも同じで、かなり昔、

近藤先生が触媒研究の分野では著名な PrOf.Sachtler

のパンツを借 りて返さずにはいたまま日本に帰国してし

まっていたところ、何年か後になって Prof.Sachtler

が日本に来られた時、貸したパンツはどうなったのだと

聞いたという、この種の話は結構間 くところです。また、

オーディオ制作は少なくとも昔は相当のマニアであり専

門家以上の知識もあって、25年程前になりますが 1セ ッ

ト買いたいといったところ、すぐ秋葉原のご自分の馴染

みの店に私をつれて行きこの部分はイギリス製、この部

分はアメリカ製、ここは日本製でもいいとか何とか、そ

の当時のお金で20万円 (買値)ほ どのオーディオセット

を買うことをほとんど勝手に決めて下さり、自分が来た

から定価の半値で買えたのだと (秋葉原では普通のよう

な気もしたのですが)満足していたことも鮮明に言己隠し

ております。

近藤保先生は当化学教室において長年にわたり研究と

教育の両面で言己隠に残る足跡を残されたわけですが、今

後私立大学に移られほぼ同じ研究テーマを続けられると

伺っておりますので、現在の成果をますます発展されて

いかれるものと思われます。近藤先生の特に化学教室へ

のご貢献に対し、また教室の我々へのご指導に対し感謝

申し上げますと共に、今後のご活躍 とご健勝を心よりお

祈 り申し上げております。
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東大での三十数年間を振り返って

私が東大物理学教室に進学してきた当時は、久保の線

形応答の理論が学部学生にまですでに評判になっていた。

物理の授業は、今のアー トコーヒーの場所にあったプレ

ハブ教室で行なわれていたが、先生方の顔ぶれは、山内

恭彦先生、小谷正雄先生、今井功先生、久保亮五先生、

高橋秀俊先生、梅沢博臣先生…といった著名な学者揃い

で、講義は難解なものが多かつた。それでも我々学生は

熱心にノー トをとっていた。いちばん難解な講義は久保

先生と高橋先生のものだったが、どちらも極めて魅力的

であった。大学院は理論を選び久保研究室に入 り、統計

物理学を研究することにした。入って早速、久保先生の

輸送係数の一般論の論文を読んでみると、それは極めて

論理的で明解な論文であり大変感激した。その影響を受

けて、私自身も一般的な研究を目指すようになっていった。

大学院卒業後 2年足らずの間、久保研の助手を務めた。

その後、物性研の助教授 となり、幸運にも大学紛争の渦

中から遠ざかることが出来た。しかも、その間物性研を

訪問されたコーネル大学の M.E.Fisher教授の招待に

より、同大学で 1年間相転移に関する研究に没頭するこ

とが出来た。この 1年間の海外での研究生活は、その後

東大での研究に大きな影響を与えた。最近、理学系の若

い教官も海外研修の機会が多 くなったのは喜ばしいこと

である。

海外生活から帰国して間もなく、1973年 に物性研究所

から理学部に移 り、再び久保先生と一緒に研究・教育を

行う機会に恵まれた。久保先生が退官されたのがつい最

近のように思い出されるのに、もう自分の番になったか

と思うと感慨無量である。月並みかもしれないが、「光

陰矢の如しJと いう言葉をつくづくと実感する今日この

頃である。

理学部に移ってからの2,3年 間は、私にとって研究の

ピークの一つであった。「巨視的秩序形成のスケーリン

鈴 木 増 雄 lla理学専攻)

suzuki@shpa.phys s.u― tokyO.ac.jp

グ理論」、「量子モンテカルロ法」、「スピングラスの現象

論」はこの間の研究である。研究場所が変わるのは良い

刺激になる。幸いにして、上の最初の研究は、第16回 ソ

ルベイ会議 (1978年)の招待講演となり、その後の研究

の励みとなった。1986年 には相転移 。臨界現象の一般論

であるコヒーレント異常法を発見した。これはウィルソ

ンのくりこみ群の理論 とは逆の発想法に基づくもので、

いわばそれまでの平均場近似の復権を果たしたことにな

る。こういう一般的な方法論の開発は大学院生の時から

目標にしてきたのであるが、理学部 という極めて自由な

雰囲気のなかで生まれたものであることを強調したい。

1989年 に「指数演算子の高次分解の一般論」に気づいた。

これは、物理だけでなく、天文、応用数学、カオス等い

ろいろな分野に適用できるので、他分野の研究会など今

までとは異なる会合に出席できるようになり、多 くの人

と知 り合う機会を持つことになった。

これらの指数積公式の研究がきっかけになって、最近

「量子解析Jと いう数学の分野を開拓しつつある。

この間、少しずつ行政的な仕事が増えてきた。昭和61

年から平成 2年まで文部省科学官をしていた時期は他教

室や他大学の教官と知 り合う機会に恵まれた。その後、

理学部評議員になって大学改革に加わった際には、科学

官の経験が少しは役に立ったように思われる。

教育に関していえば、講義には特に力を入れた。よく

質問を受け、活気のある授業になるよう務めたせいか、

授業中、私語や居眠りはほとんど無かったと思う。研究

のエピソードにふれると、学生達が益々耳を傾けてきて、

講義への関心が高まっていった。統計力学の授業は物理

学科の学生だけでな く、地惑や天文、その他合わせて

150人以上にもなるので、試験の採点が毎年大変であっ

た。しかし、彼等がその後いろいろな分野で活躍してい

るのを見るのは楽しみである。学生を全部覚えている訳

ではないが、意外な所で声をかけられ、「統計力学の授

業は難 しかったが、印象深いもだったJと よく言われる

のは嬉しいものである。

趣味の将棋では、東大の団体戦にはここ数年理学部の

メンバーとして毎回出ている。これは理学部での楽しい

思い出の一つである。仲間の諸兄には、これからもぜひ

優勝目指して頑張って欲しい。

最後に理学系研究科の今後の発展を期待したい。
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鈴木増雄先生は、本学理学部物理学科をご卒業後、数

物系大学院に進学され、1966年 に理学博士号を取得され

ました。そして、直ちに物理学教室の助手になられまし

た。物性研究所に助教授として 6年間在籍された後、19

73年 より物理学教室に勤務されました。先生のご専門は

統計力学で、国内外で高 く評価される業績を挙げてこら

れたのは広 く知られている所です。その功績に対して、

松永賞、仁科記念賞、井上学術賞、東レ科学技術賞、フ

ンボル ト賞が授与されました。

鈴木増雄先生の統計力学における業績は広範囲にわた

ります。1)相転移理論の発展。一般的相関等式 (キ ャレ

ン・鈴木の等式)の発見、リー・ヤンの円定理の量子ス

ピン系への拡張、臨界指数の「弱い普遍性」の提唱、新

しい臨界緩和指数の導入、繰 り込み群の定式化 と応用、

など相転移・臨界現象に関する多 くの先駆的研究があり

ます。2)秩序形成のスケーリング理論。揺らぎと非線形

性の相乗効果を詳細に解析して、巨視的秩序形成の時間

発展がスケーリング則の視点から統一的に理解できるこ

とを明らかにしました。3)量子モンテカルロ法。指数関

数型演算子を無限積で表わす公式は、しばしば鈴木 。ト

ロッター公式と呼ばれます。鈴木 。トロッター公式に基

づく量子モンテカルロ法は、量子多体系を古典統計力学

的に扱うことを可能にする強力な方法で多 くの分野の研

究者に用いられています。4)ス ピングラス。スピングラ

スの非線形帯磁率が転移温度で負に発散することを予言

し (後 に実験で確認される)、 相転移の視点からスピン

グラス現象を特徴づけられることを示しました。5)相転

移の一般論。平均場近似にコヒーレント異常という視点

を導入して、非古典的臨界現象も取 り扱えるように平均

場近似を系統的に拡張しました。

まだまだ書き残していることがあるのですが、紙面に

は限 りがあるので省略いたします。1960年代後半から一

大発展を遂げた臨界現象理論を中心に、熱的揺らぎ、量

子論的揺らぎ、力学的揺らぎ、の競合効果 。相乗効果を

基礎から見直し続けた一連の研究は独創性にあふれてい

和 達 三 樹 (物理学専攻)

wadati@monet phys.s.u‐ tokyo.ac.jp

ます。

少し個人的な思い出を書いてみたいと思います。鈴木

先生が助手になられた年に、私は物理学科の 4年生にな

りました。まだ 4号館はなく、数学科と物理学科が 1号

館を使っていた時代です。その頃の理論特別演習は物理

学科30名 (当時の定員)の学生が 3グループに分けられ、

輪講形式で議論を進めました。私は久保亮五先生のグルー

プで、N.Bloembergenの 書いたレーザーと非線形光学

に関する講義録を勉強しました。今から考えてみますと、

非線形、非平衡、動的臨界現象、といった新しい課題が

多く含まれ、それ以後の研究生活にも大変役立ったセミ

ナーでした。ある週、久保先生が出張とのことで、代わ

りに鈴木先生が参加されたのが初めてお会いした時です。

「久保先生と似ているなあ」が、第 1印象です。 3年後、

ワシントンDCでの米国物理学会でお会いし、私が運転

手をつとめ、郊外の NBS研究所を訪間したのは楽しい

思い出です。鈴木先生がコーネル大学のフィッシャー教

授の研究室に居られた時のことです。1977年 にはカナダ

のアルバータ大学理論物理研究所に客員教授 として滞在

され、家族ぐるみのお付き合いをさせていただきました。

先生の研究の進め方を日々見聞する貴重な体験を持つこ

とができました。

鈴木増雄先生の学会や学術行政の面でのご活躍 として

は、IUPAPの熱力学・統計力学専門委員、国内外の学

術雑誌の編集委員、文部省科学官、学位授与機構審査委

員、仁科財団常務理事、本田財団評議員等々、また、学

内では1989年から3年間にわたって評議員 として、研究・

教育の発展に貢献してこられました。このような御多忙

の中、研究活動がほとんど影響を受けなかったように思

えることは驚 くばかりです。近年の「量子解析Jの提唱

のように、ますます精力的にご研究を進めておられる先

生には、本学のご退官も1つ の通過点にすぎないと思わ

れます。今後とも健康にご留意の上、活躍されますこと

を心からお祈 り申し上げます。

鈴木増雄先生を送る
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私が理学部に着任したのは1971年 10月 で、それから25

年余 りになります。

その前になりますが、私は学習院大学大学院修士課程

を修了後、就職した日本原子力研究所を辞めてアメリカ

に渡 り、月の石の分析をしていました。再び日本で職に

つけるだろうかと不安な思いで暮らしていましたが、ア

メリカ行きを世話してくださった化学教室の濱口博教授

が理学部放射線管理室の助手のポス トを探してくださっ

たのです。喜び勇んで帰国したものの、東大紛争の名残

で学内は騒然 としていました。こんな状態では、アメリ

カでしていたような研究をするのは困難で、何か全 く新

しい研究を始めたいと思っていました。そうした時、地

球物理学教室の浅田敏教授が地震予知を化学的な方法で

試みる人を探しておられたのです。うまくできる成算な

どなく、失敗したらおしまいという覚悟でこの研究に着

手しました。

普通の人ならやらないような先の見えない研究をつづ

けているうち、当時の学部長田丸謙二先生の目にとまり

1978年 4月 地殻化学実験施設が新設されました。助教授

と助手だけの小さな施設でした。学部の付属施設は大抵

どこかの教室に付いているのですが、研究の内容が地球

物理学、化学、地質学、の境界領域にあるためt施設の

運営はこの 3教室から等距離に置かれることになりまし

た。研究の主体性は得られましたが、親元をつくらなかっ

たため想像もしない苦労を招 くことになりました。

最初に直面したのが部屋の確保で、この苦労は今だに

続いています。どこかの教室に付いていれば、こんなこ

ともなかったと思いますが、何より組織の自立が大事だっ

たのです。空いているようでも、関係のない施設に貸す

部屋などどこの教室にもあろう筈がありません。理学部

周辺の空間をくまなく探し、見つけたのが 4号館のピロ

ティでした。今は部屋でいっぱいですが、その頃は全面

が吹き抜けになっていました。号館長だつた桑原先生に

日参して、南側の一部を仕切って部屋にする許可をいた

だきました。これだけではとても足 りません。次には、

化学教室の許可を得て RIサ ブセンターの屋上にプレハ

ブを載せました。飯場のような建物でしたが、施設部の

指導でH銅の重い土台をつけなければならず、金額 も嵩

脇  田   宏 (地殻化学実験施設)

wakita@eqchem.s.u‐ tokyo ac.jp

みました。こうした費用はすべて研究費から捻出しなけ

ればなりませんでした。

廃墟の体を呈していた旧地震研究所の建物も使わせて

もらいました。この建物が取 り壊され、化学新館が建て

られ、ようや く居場所が確保されたのです。その後、地

殻化学実験施設には定員増があり、学生を加えて人数は

多 くなりましたが、面積をふやすことができないまま苦

労が続いています。次々と新しく就任された教官には申

し訳ないと感じてあります。

小さな組織であつてもすべての事務処理は独自でしな

ければなりません。 3年毎にアルバイトの女性を探し、

出勤簿の管理から給料の受取、出張旅費の精算、物品購

入、支払伝票作成、図書の管理、郵便物の受取 りや発送、

その他の細かい仕事をお願いしなければなりません。

ここで、少しばかり研究面にもふれたいと思います。

マイノリティであったため、組織の運営には苦労があり

ましたが、研究面では大変に得をしました。他に競争者

が少なかったこともあって、ほとんどの重要な国際会議

に参力日させていただき、さらに研究を発展させることが

できました。地震予知の研究は到底個人の力で続けられ

るものではありません。研究室の優秀なスタッフや元気

のいい学生さんと一緒に、面白いように仕事ができまし

た。この中で思い出すのは、1978年 の伊豆大島近海地震

と1995年 の神戸の大地震です。観測を始めて間もなくお

きた伊豆の地震では、幸運にも地下水のラドン濃度が地

震前に変化したことを見つけることができました。神戸

の地震では、地震がおきてしまった後で、神戸で生産さ

れたボトル入 りの飲料水を集め、化学分析をして地震前

に地下水の組成が変化したことを知ることができました。

また、地震や火山の研究に重要な役割を果たすヘリウム

同位体比の研究からも多くの面白い結果が得られました。

地震予知の研究を始めた時には、まっとうなジャーナル

には論文を出すこともないと覚悟を決めていたのですが、

海外からも注目される研究をすることができたのです。

退官を前に昨年の春には、研究の集大成ともいえる「地

球化学 と地下水による地震と火山噴火の予知研究」と題

する国際学術シンポジウムを開くことができたことは嬉

しいことでした。研究を始めて以来お世話になっている

国内や海外の研究者を多数お迎えして、最新の成果を議

論し合えたことは研究者冥利に尽きることでした。

今や年をとり、近 くを見るには老眼鏡が離せません。

しかし、遠 くのものは良 く見えます。これからはこの利

点を活かし、遠 くを見るような仕事をしたいと思ってい

ます。教官や事務の皆様、長い間、ほんとうにお世話に

なりました。

「地殻化学」とともに

●
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脇田先生、ご退官お目出とうございます。地殻化学実

験施設を零から今日まで育て上げてきたご苦労を思い起

こしますと、労いの言葉を申すべきかと思いますが、ま

ず最初に、これまでお世話いただいたことに対して厚 く

感謝の意を表したいと思います。

脇田先生はいつもその時代の先を行 くところに身を置

かれていました。理学部では、地下水を用いた地震予知

研究で知られており、大きな地震が起きると挨拶変わり

に「何か面白い結果はでましたか」と聞かれるのが常で

すが、東大へ来る前は今とは違う研究分野の世界の最前

線で活躍されていました。日本の職を辞してアメリカに

渡 り、今ではもう昔話になっているアポロ計画の11号か

ら月の石の分析に携わっておられたことを知る人はもう

わずかです。放射化分析を武器にした微量元素の地球化

学は1960年代から始まり、当時は最も脚光を浴びる分野

だったのです。

脇田先生は、放射化分析の腕を買われ、当時化学教室

の濱口博教授のお世話で、放射性同位元素研究室に昭和

46年10月着任されましたが、惑星化学を続けることはさ

れず、その頃最も話題性に富んでいた地震予知の分野ヘ

転身されました。当時地球物理学教室の浅田敏教授との

出会いが運命を変えたのですが、殆ど未知の分野へ飛び

込むのは相当な決断であったろうと想像されます。脇田

先生37歳の秋の決断でした。

脇田先生のその後のご活躍は理学部の皆様ご存じの通

りで、持ち前の努力と馬力で地殻化学実験施設を作 り、

今日の姿まで育て上げました。盆も暮れも休日も返上で、

朝早 くから夜遅 くまで、研究や研究を進めるためのあら

ゆる雑用をこなし、日本の高度成長期を支えた企業戦士

になぞれば、研究戦士のようでした。当時の社会状況が

地震予知に追い風であったこと、学内外のよき支援者に

めぐまれたことなどにも助けられましたが、脇田先生が

ご自分の研究を信念をもって行ない、まわり皆が認める

研究成果を出し続けてきたことが地殻化学発展の原動力

であることは間違いなく、あとに続 く者 として範 とすべ

野  津 憲  治 (地殻化学実験施設)

no協u@eqchem.s.u.‐ tokyo.ac.jp

きことであります。

脇田先生の研究に対する情熱は、自分の成果が正当に

評価されるためにあらゆる努力を惜しまないことにもあ

らわれており、自分の成果を誰にでも熱っぼく語 り、そ

の批判的評価をつねに求めつつ、前へ進んでいかれまし

た。研究成果は研究論文に凝縮されるという考えが徹底

しており、論文を書 く際には内容はもちろんであるが、

表現の一字一句まで細心の注意を払い、書き上がったあ

とは、 1時間でも1分でも早 く編集者に受理されるよう

に努力することがすべてに優先していました。

脇田先生は国際性豊かな先生です。研究の性格上、学

会やシンポジウム以外にも海外の調査研究で外国へ出か

ける機会は多いのですが、常に誰か国外の研究者が研究

室を訪れているといっても過言でないくらい海外からの

客が多 く、この分野の世界の中心であることを物語って

います。どんなに忙しくとも海外の友人を手厚 くもてな

すことが常となっており、人の和を大切にすることを身

をもって実践されていました。人の和を重んじることは、

大学から歩いて10分足らずのご邸宅に、研究室の人ばか

りでなく、その時々にいろいろな方を招かれ、ホームパー

ティをたびたび開かれていたことからも伺えます。いつ

も夜遅 くまでおじゃまして楽しいときを過ごすことがで

きましたが、奥様がずいぶんたいへんだったろうと思っ

ています。この様なところから人の和が広がり、生涯の

伴侶をみつけた人 も出たと聞いています。

脇田先生は、東大退官後は、月の石でもなく、地震予

知でもない、新しい世界へ足を踏み入れると伺っていま

す。地震予知から少し距離をおかれることになるのは寂

しい気もしますが、新しい世界はこれからきっと伸びて

いく時代の先端の分野であるに違いありません。これか

らも、ご健康に留意され今まで以上に活躍されることを

祈念しております。

脇田先生、長い間ご苦労さまでした。本当に有難うご

ざいました。

脇田宏先生を送る
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学生時代から数えて42年間東大に在籍し、定年でよう

や く東大から離れることになった。しかし、おそらく名

誉教授にしてもらえそうなので、今後もまつたく離れて

しまうわけではないのかもしれない。そんなに永 くいた

のだから、東大離れ難 く御座候の思いを押えかねている

かというと、案外そうでもない。

昨今の東大は余 りにも多事で、若い方々にはどうなの

か分からないが、定年に近い人達には疲れるところでは

ないだろうか。私は昨年 4月 から埼玉大学教授が本務に

なり、東大教授を併任させて頂いている。これをよいこ

とに、東大の教授会は昨年 6月 以降全部欠席した。また、

化学教室内も含めて東大関係の委員会等からは全部解放

された。一方、埼玉大学では新入 りなので、少なくとも

この 1年間はいろいろな雑務からはずれている。二つの

大学問を往来することは、それだけで相当時間のかかる

ことなので、忙しくはあるのだが、いろいろな会合に出

ないで済むということは実に有 り難いことである。この

状態が続 くのならば、いつまででも東大にいたいぐらい

である。私は、過去10年間ばかり、次々に定年で辞めて

ゆかれる先輩の方々に「先生はいいときに辞められるの

田 隅 三 生 (化学専攻)

mtぉumi@chem.s.u―tOkyo.ac.jp

ではないですか」と言い続けてきたが、今は自分もいい

ときに辞めることができると思っている。

10年ほどまえに理学部が唱えた理学院構想 (の ちに理

学院計画)に関わつたとき、私のなかにあった理想的な

大学像は、雑用が少なくて研究・教育に専念できる時間

が多いところというものであったが、残念ながら理想と

現実とは常に乖離するものらしい。

自分のことだけについて言えば、いろいろなことがあっ

たが、いま振り返れば充実した学生生活に続いて、結構

楽しい研究生活を送ってきたと思う。これは、水島三一

郎先生、島内武彦先生、宮澤辰雄先生という二人の先達

をはじめ、通算34年間在籍した化学教室と助教授時代に

約6年間在籍した生物化学教室の先生方、先輩、同輩、

後輩、事務官や技官の方々のお蔭であり、心から感謝し

ている。

いま私は自分の研究生活を回顧して研究私記ともいう

べきものを書いてみている。書くにしたがって、次から

次へと思い出すことが多く、いろいろな場合に如何に大

勢の方々に助けて頂いたかに改めて驚くとともに、感謝

の念を新たにしている。このメモヮールは他人が読んで

面白いものかどうかは分からないが、書くことによって

自分が自然に謙虚な気持になれたという点で、私は書い

てよかったと思っている。現役の方々にも、いまから日

記などをつけておかれて (‐とくに何か重要な仕事をされ

ているときなど)、 そのうちに何らかの形で書いたもの

を残されては如何かと思う。ご活躍を祈りつつ。

(1997年 2月 15日記)

さらば我が東大

●
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田隅三生先生は、昭和52年から化学教室物理化学第一

講座 (大学院重点化による改組後は物理化学大講座構造

化学研究室)を担任され、本年 3月 で定年退職されます。

先生は、「物理化学は本来化学の基本原理を研究する学

問であるから、何事でも研究対象になり得るし、またで

きなければならない」という基本姿勢のもとに、おもに

分光法により生体高分子・合成高分子から小さな分子ま

で広範な分野において多くの業績を残されました。その

業績は国内 。国外で高い評価を得ていることは広 く知ら

れているところで、昭和46年には「分光法による高分子

の規則・不規則構造の研究」により高分子学会賞を、平

成 6年には「振動スペクトル解析による合成 。生体高分

子及び関連分子の構造・ダイナミックス・機能に関する

研究Jで日本化学会賞を受賞されました。学内において

は、総長補佐、東京大学低温センター長、理学部附属ス

ペクトル化学研究センター長などを歴任され、理学部選

出の評議員として理学部から大学院理学系研究科への改

組に際して中心的な役割を果たされました。学外におい

ては、日本学術会議化学研究連絡委員会委員、文部省お

よび日本学術振興会の各種委員会委員、分子科学研究所

運営協議員、日本化学会理事などを歴任され、現在も、

分子科学研究所評議員会副会長、IIl本分光学会副会長の

要務についておられます。国際的には、IUPAC物理化

学記号 。術語 。単位委員会正委員、コデータ本部理事、

Journa1 0f Ⅳlolecular Structure、  Spectrochim.Acta、

Journa1 0f Raman Spectroscopy他二誌の編集顧間、

Blospectroscopyの アジア地域編集委員、多くの国際会

議の組織委員・プログラム委員などとして活躍されまし

た。先生は英語に堪能でおられ、国際学会においても流

暢な英語で活躍され、また、研究室に外国人の研究者が

訪問した折りにも多彩な話題でもてなしておられました。

私は、学生時代の 3年半と研究室の職員 (助手・講師・

助教授)と しての 9年の間、田隅研究室で先生のご指導

を受けました。それは私の大きな財産となっています。

田隅先生はいつもきちんとした身だしなみで厳しい表情

をくずさず、学生時代には近づきがたい存在でしたが、

先生から直接指導をしていただいたことは今も記憶に残っ

ています。私が 4年生の時、β―カロチンの KBr錠剤の

赤外吸収スペクトルを測定しようとしているところに先

生が通 りかかり、KBr錠剤の作 り方 と赤外スペク トル

の測定法を教えていただきました。その時、錠剤の作 り

方がへたくそで透過率が低 く、参照側の光量を絞るよう

にとの指導をうけ、紙を楔形にきって減光したところ、

楔形に切った点を誉められ、嬉しい思い出となっていま

す。また、経験的な方法でブタジエンの基準振動計算を

古 川 行 夫

“

ヒ学専攻)

ftlrukawa@chem.s.u― tOkyo.ac.jp

おこなった際には、先生ご自身から力場の指示をいただ

きました。そのとき、先生は一見眠っておられるように

見えるのですが、時々的確な指示をされ、起きているの

か寝ているのか分からないのが印象に残っています。近

年発表された最先端の分子軌道法を用いて求めた力場が

当時の値 とほとんど同じであったことは私にとって驚き

であり、また、分子内力場における先生の直感力のする

どさを実感しました。また、先生が若いときに発表され

た高分子の基準振動計算の論文や共鳴ラマン散乱の論文

も大変束J激になりました。

田隅研究室の職員 となってからは、私も大人になった

せいか先生の考えておられることやお人柄が少しは理解

できるようになった気がしました。先生は、研究の流れ

の中で重要なものを見極める能力に秀でておられ、新し

い手法をいち早 く開拓され、研究に用いてこられました。

共鳴ラマン効果、時間分解ラマン測定、フーリエ変換赤

外分光演1定、非経験的分子軌道法を用いた基準振動計算、

フーリエ変換ラマン分光涸I定など数え上げればきりがあ

りません。先生は親 しい友人が研究室に来られた折 りな

どは会話がはずみ長時間に及ぶことがしばしばあり、一

見近づきがたい先生のイメージとは対照的に、先生の本

来のお姿を垣間みる気がしました。先生は日頃、学生の

指導には心を砕いておられ、人材の育成を常に念頭にお

かれていたように思います。学生 。職員ひとりひとりの

性格・適性・能力を考え、その個性をのばせるように指

導して来られました。先生はあまり多 くを語らず、お世

辞を言わず、自分の考えを歯に衣着せずズバリとおっしゃ

られます。また、感心することは、私たちが先生ご自身

と違う考えをもっている場合、それをつぶすのではなく、

見守ってくださったという点です。言ってみれば、母親

の愛情ではなく、父親の愛情です。田隅先生はつねに私

たちの二歩先を考えておられ、個性の強いメンバーの個

性を生かしつつ、大局を見失うことなく研究室を運営さ

れてこられたように思います。これは化学教室の教授の

よき伝統なのかもしれません。また、先生は大学の組織

や運営に関する能力に秀でておられますが、もうその能

力を東京大学で生かしていただけないことは残念であり、

理学部だけではなく東京大学の損失であると思います。

先生と共に過ごさせていただいた時間を振 り返ってみ

ると、先生は科学だけでなく人間が好きであると私には

感じられました。それは、先生が歴史に大変興味をもっ

ておられ、東京大学や化学教室の歴史にも詳しいことと

通じているように思われます。田隅先生はまさに「化学

教室の教授Jら しい教授であられたように思われます。

先生、長い間ご指導いただきありがとうございました。

田隅三生先生を送る
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思い出すこと

1958年 3月 末、高橋研究室助手・蒲生先生のお世話で、

先輩が働いている現在の物理教室の回路工室に勤め、今

ここに、定年を迎えることになりました。

振 り返ってみると、当時実験系の研究室は、百々田

(野上)、 茅 (飯田)、 平田、宮本、小穴、高橋、霜田、

伴野、桑原、学生実験の各研究室だけでした。小穴、高

橋、霜田の 3研究室からの機器製作等の依頼は殆ど無かっ

たが、他の研究室からのものは非常に多 く、猛烈な多忙

さでした。

私は、正門前の森川町に問借 りしていました。朝 8時

に出て、生協の第一食堂で食事し、昼はグラウンド下に

在った生協売店で半斤の食パンと牛乳を買うか、又は15

円のもりそばを正門前のそば屋さんに頼んでいました。

仕事の終わるのはまちまちで、6時から10時頃でしたが、

9時に閉門しますから、正門の横の低い所を、よく乗 り

越えたものでした。

当時は、南東に二階建ての地震研究所が在 り、南側に

は建物がありませんでした。居室の244号室には、安田

講堂の時計が時を知らせ、春には、さつきの花が、そし

て秋には銀杏の黄葉が、通 りを通る人に季節を与えてく

れます。通 りの下は煉瓦混じりの崖になっていて、野の

草がはえ、その手前が一応中庭になっていました。コの

字形の三階建てが理学部一号館で、三階には数学教室も

長  澤  勝  明 (物理学専攻)

在 り、物理学会の部屋等も在 りました。

'60年代頃で気が付 く事に、職員のレクリエーション

があります。行楽地へのハイキング等で、那須、日光、

昇仙峡、箱根等への一泊旅行、そして湯沢でのスキー。

日帰 りでは高尾山、鋸山へのハイキング、油壺、江ノ島

などへの海水浴、湯河原での蜜柑狩 り、更に東京湾での

ハゼ釣 り等が在 りました。大方、係の殆どで、工場 4、

ガラス 2、 配電 2、 回路 2、 雑品 1、 図書 1-2、 物理

事務室 2、 そして二、三の研究室から5-6名程、合計

では20名前後の参加者が在つた様です。尚、此の費用は

雇員会費 と教室からの厚生費の様なものだったかと思い

ます。

この頃 (1958'64頃)の製作する機器は、直流安定化

電源が最 も多 く、中でも、普通の電子管用で、200v～

300v・ 70nlA、 6v/12v・ 3A。 クライストロン用の 450v～

600v、 光電子倍増管用の700v～ 1500vで 5～ 2011■A、 そ

して、3/5吋のオッシロスコープのキットの製作等も多

かった様です。

'60年代 も中頃になると、 トランジスターを使う様に

成 り、後半ではICを使った機器の製作が殆どとなりま

した。更に'70年代になると、アナログ、デジタル共に

ICの 機能・性能が良 くなり、安価で、使い易 くなって

来ました。この頃になると、研究室ではミニコンピュー

ターを使われる様になり、このインターフェースをアー

トワークから行ったものでした。これらは、ほんの一部

分ですが、取 り留めも無い事なので、此の位に致します。

40年近 く、長い間本当にお世話に成 りました。心から

御礼申し上げます。

有 り難う御座いました。

1997.3.10

●

●
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長澤さんは昭和32年 に物理学教室の高橋研究室に奉職

されました。その後、回路室に移 られましたが、40年間、

一貫して、物理学教室に於ける実験研究用エレクトロニ

クス装置の開発・設計・製作をされてきました。製作さ

れた主なものを挙げますと、

19574F-19664F

主に真空管を用いた装置を製作され、当時の物理学教

室の殆どの研究室 (平田、高橋、霜田、宮本、伴野、飯

田、桑原の各研究室及び学生実験)の回路、電源を製作

されました。例えば、200V～ 300V,60mAの 直流安定

化定電圧電源、 6V/12V, 2～ 3Aの直流安定化定電

圧電源、450V～600V,700V～ 1500Vの クライス トロ

ン電源、光電子増倍管用直流安定化定電圧電源、真空管

式直流増幅器、低周波電力増幅器 (桑原研、飯田研)、

キセノン管同期回路 (平田研)、 パルサー (桑原研)、

」JY電波受信用受信機など枚挙にいとまがありません。

1967年～現在

FET高入カインピーダンス増幅器 (飯田研)、 低雑音

直流増幅器 (桑原研)、 イグナイ トロン・ コントロール

回路 (桑原研)、 積分器 (飯田研)、 パルスホーミング回

路 (飯 田研)、 メスバウアー効果測定用温度制御装置

(飯田研)、 IC化 ロックインアンプ (飯田研)、 マグネ

トロン2M53用安定化定電圧電源装置 (宮本研)、 マグネッ

ト用 75V/22A安 定化定電流電源 (宮本研)、 HPミ

遠  山 濶 志 (物理学専攻)

toyarna(Dphys.s.u‐tokyo.ac.jp

ニ コン2100Aイ ンタラプ トカー ド及びデータ入力

ADCイ ンターフェース装置 (和田研)、 ロックイン・ア

ンプ (小林研)、 7イ ンチ FDD駆動装置 (小林研)、 マ

グネット用 20A安定化定電流装置 (霜田研)、 掃引定電

圧安定化電源 (霜田研 )、 高分解能フラィングスポット

CRT制 御装置 (江橋研 )、 PDPll用 レーザー ミラー制

御 装 置 (霜 田研)、 Ratio/Gated Amp(三 須 研)

,Sample/Hold付 き差動増幅器 (三須研)、 光電子増

倍管用高圧制御回路 (三須研)、 TIミ ニコン980に よる

ステッピングモータ駆動用プリセットパルサー回路 (江

橋研)、 ハロゲンランプ用高安定化定電流電源装置 (江

橋研)、 パルス NMR実験用パルス発生器、及びデータ

入力装置 (鈴木研)、 ェコー浪1定用高周波電力増幅器

(鈴木研)、 HP4202マ ルチチャンネルアナラィザー用

28ビ ットGP‐IBア ダプター装置 (小林研)、 1/Vコ
ンバータ装置、マイクロデンシ トメータMDM6の
PC98に よる駆動制御装置 (若林研)な ど多岐にわたり、

物理学教室の殆どの実験研究室の回路製作に携わってこ

られました。

また毎年開かれる回路セミナー/回路実習を通じ、学

生の指導もなされてきました。

その他、共通測定器の管理、回路室ス トックの回路部

品の管理などをなされ、物理学教室の研究室は大変にお

世話を頂いてきました。

長澤さん、長い間ほんとうにお世話になりました。こ

れからは健康に留意され、ますますのご活躍を期待して

います。

長澤さんを送る
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植物園を去るにあたって

齋 藤 保  男 (植物園)

植物園にお世話になり19年間、その問いろいろなこと

がありました。しかし、今振 り返って見ると長いようで

短 くあっという間に過ぎ去ったように思います。

この期間、未熟な私が、大事なく職務を終わることが

できたのは、歴代の植物園長を始め研究部、育生部、事

務部の皆様のご援助 と尽力のお蔭であり、改めて厚 く御

礼申し上げます。

筆を置 くにあたり、お世話になった理学部・植物園

(分園含む。)の皆様のご健勝 と益々のご発展をお祈 り

しお別れの言葉 とさせていただきます。

●

4月 の小石川植物園は、上旬は、ソメイヨシノ・ヤマ

ザクラ・オオシマザクラ・エニシダ・カリン・イカリソ

ウ・ ミツバツツジ・カタクリ、下旬には、ヒノデキリシ

マ・ヤマブキウコンザクラ 。ボタン・ ドウダンツツジ・

クルメツツジ・オオリキュウバイの花が咲き誇 り、この

季節小石川植物園は、1年で一番光り輝 く時期を迎えます。

この花々を後に、昭和53年 2月 から植物園の正門受付

を担当してこられた齋藤保男さんが、平成 9年 3月 31日

付けを持ちまして定年により植物園を去られます。

理学部の皆様方には、ご理解しにくいと思いますが、

植物園の正門受付の業務は地味ですが大変な仕事です。

1人の場合 トイレに行 く暇さえない時があります。ま

た、通勤途中で事故に遭遇すると開園時間の関係で、通

勤電車の中で油汗をかくシーンも度々です。こういう苦

労はできれば体験なさらないほうがいいと思います。

次に、小石川植物園のロケーションについてご説明す

ると本植物園は、文京区の礫川出張所 と大原出張所管内

に位置し、江戸時代の名残をとどめる地名 (東御殿町会・

上御殿自治会)が残っており、「小石川薬園」に源を発

した日本最古の植物園と日本の近代植物学発祥の地とい

う歴史性を秘めた植物園であり、植物園近隣の人々も親

しみを持っており植物園へ種々の要望を寄ぜます。

こういう条件下にある植物園の正門受付業務は、一般

の入園者の苦情・要望と併せて親切に対応せざるを得な

いため、大変骨の折れる職務であると云えます。

以上述べたことでも分かるとおり、正Fi受付業務はた

だ単純に入園券の半券を受け取ればいいという簡単な職

小 嶋 lll 介 (植物園)

務でなく時には、身に危険さえ生じるような場面に遭遇

する大変な職務であることがご理解いただけたことと思

います。

昨年の夏の終わり、台風が関東地方を襲いましたが例

年のことながら、植物園にとって台風は大敵です。

台風の進路規模状況をテレビ等で収集し素早 く休園日

でなければ、開園 。休園の判断をしなければなりません。

休園したとしても当日の体制はどうするか ?

塀が倒壊しないか ?

倒木等で近隣への影響はないか ?

公開温室のガラスが飛散しないか ?

火災・盗難事故が発生しないか ?

幸いベテランの齋藤さんの的確な判断にねり本日まで

はことなきを得ていますが、齋藤さんが去られた後、園

の管理も一段 と厳しさが要求されそうです。

齋藤さんも4月 からは、土 。日・祝祭日や早朝から出

勤したり植物園のことを心配する必要がなくなり、ほっ

とされることと思います。

また、植物園の教職員一同齋藤さんとお別れすること

は、大変残念なことですが、これも定めなのでやむを得

ません。

なお、これで植物園と齋藤さんとの繋がりが切れた訳

ではありませんので、今後もたまには植物園に顔を見せ

ていただき後輩にご指導いただければ幸いと存じます。

最後にあたり、齋藤さんの今後のご健康 と幸せを祈念

してお別れの言葉とさせていただきます。

齋藤さんを送る

●
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《新任教官紹介》

ここ本郷の理学部 2号館に通うのは15年ぶりである。

現在の自分の部屋から見る中庭の眺めは大学院当時とほ

とんど変わらず、周りを歩いても日に付 くものは慣れ親

しんだものばかりであるが、懐かしいと感傷に浸るには

15年は短すぎるようである。一方、生物科学科の教室

内には旧知の人はわずかしか残っておらず、戻つてきた

と感じるにはこの15年 は長すぎたようである。この間の

大きな出来事としては、東大が大学院大学となり、以前

の動物学教室、植物学教室、人類学教室が生物科学専攻

として一つにまとまり、且つそれに進化多様性生物学が

新設され加わったことである。生物科学専攻教授会に動

物、植物、人類、進化多様性の面々が顔をそろえるのは

実に壮観である。初めて本郷に来たのは生物学科植物学

課程の学生としてで、学部 2年間は植物学教室のお世話

になった。大学院は動物学教室の発生生理学講座 (現在

の細胞生理化学研究室)に入 り、 5年間の大学院生活と

1年間の奨励研究員生活を送った。従って当時の植物 と

動物の各教室の雰囲気を共に味わうことができ、またそ

のこともあり現在生物科学専攻 として一つにまとまった

ことには特別感慨深いものがある。

東大を出てからは癌研究会癌研究所、国立がんセンター

研究所、千葉大学医学部、そして米国国立衛生研究所

(NIH)と 4つ の研究室を経験 したので、この度着任

した分子発生学研究室 (前の動物学第二講座)は私にとっ

て 6番目の研究室である。この間自分ながら良く動き回つ

たと思っている。何故これだけ動いたかといえば、千葉

大学医学部の助手になるまでなかなか就職できなかった

ということや、米国 NIHか らは日本にすぐに戻れなかっ

たということもあるが、一方で自分が本当に研究したい

と思うことになかなか巡 り会わなかったためでもある。

理由はともかく、結果的にここに来るまでに 5つの研究

室で様々なことを学び、 5つ のテーマと出会うことがで

きたということは今の私にとっては非常に貴重な財産‐と

なっている。

15年前に癌研究所に行った理由の一つは遺伝子操作を

平 良 員 規 (生物科学専攻)

m_taira@uts2.su‐ tokyo.ac.ip

学ぶためで、当時の日本では非常に限られたところでし

かやられていなかった。それ以来、分子生物学が私の一

つの研究領域 と言えるが、これらの研究室の遍歴の中で

「自分の研究テーマJと いえるものを見い出せたのは

NIHでである。これは単にNIHで良いテーマを与えら

れたという訳ではない。そこではアフリカツメガエルの

シュペーマンオーガナイザーに発現する新規のホメオボッ

クス遺伝子 Xlim-1を 見い出したのであるが、その後

の機能解析は非常に困難を伴った。それでも長い暗中模

索の末ようや く自力で解析の糸口を見い出せたことで、

初めて自分のテーマと成 り得たと感じられた。一方、発

生現象が遺伝子レベルで解析可能 となり、分子発生学と

してこの領域が大きく発展し始める前にNIHに行けた

ことは幸運であった。このように「自分の研究テーマJ

といえるものを見い出すまでに紆余曲折があったが、そ

れまでの様々な経験があったからこそ得られたものと思っ

ている。NIHに いた 6年半は、自分にとって最 も充実

した研究期間であった。

研究室の遍歴で得たものは研究テーマばかりではない。

先に揚げた 5つ の研究室では、大学院時代の寺山宏先生、

癌研究会癌研究所の小池克郎先生、国立がんセンター研

究所の寺田雅昭先生、千葉大学医学部の橘正道先生、そ

して NIHの Igor Dawid先 生から多 くのものを学び取

ることができた。これらの先生方はそれぞれに個性的で

あり、研究テーマの選び方、実験の進め方、考え方、論

文の書き方、研究室内の研究発表や抄読会の仕方、大学

院生や postdocと の接 し方、等々 5人 5色 であった。

これらの先生方の研究室から得た経験が順次自分の中に

蓄積されて来ている。またそれぞれの場所でのいろいろ

な研究者との共同研究や交流も大きな糧となっている。

それ以外に学んだものとしては大学と研究所の違い、研

究室間の交流の大切さ、定期的な質の高いセミナーの重

要性、大学院で学ぶべきことやpostdocと して学ぶこ

とは何か等々が揚げられる。

学生のころは、一つのテーマをじっくりと研究し発展

させていくことが研究者としての「美Jであり、また評

価されるべきことと聞かされていたような気がする。そ

の観点からすると、自分の研究はその時々で変わ り、

「理想的研究者像」からなんとかけ離れているのだろう

か、と思ったり
'し

たこともあった。それでも強いて一貫

性を持たせようとすると、大学院のときからの興味の対

象は「細胞の増殖と分化」であり、また大学院を出てか

らは「分子生物学」一筋 とも言えるので、自ら納得した

着任にあたり
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りしていた時もあった。しかし今は、もし自分が一つの

研究室に留まって一つのテーマに専念したとして、どれ

だけものを得られたかと考えると、そのようにならなかっ

た自分の巡 り会わせに感謝している。一方「分子生物学J

とは様々な領域に分子生物学的手法を用い果敢に入り込

んで行ける学問とも言えるので、テーマの変更にも柔軟

に対応できたのかもしれない。科学研究に対する価値観

は人それぞれであるが、私としては、自分のテーマを見

つけて自分の研究室を持つまで、少なくとも3ヵ 所以上

の研究室を経験することを人には薦めている。

先に述べたように今回の研究室は 6番目であるが、こ

れからここで自分は何を得ることができるか、また本学

の大学院生、学部学生にこれまで自分が得たものをどれ

だけ伝えることができるか、大変楽しみである。最後に

なるが私の研究テーマはNIHか らの継続で「シュペー

マンオーガナイザーの分子基盤Jであるが、これをさら

に発展させると共に、これまで心の中に暖めてきた新し

いテーマも模索してみたいと思っている。何はともあれ

現在は大急ぎで研究室の体制を整えているところである。

そしてここが NIHで得られた以上の充実した研究期間

となり、またそれを研究室の人達と分かち合えることを

願っている。

20世紀最後の大天文台 iSO(赤外線宇宙天文台)

|

ISO(赤外線宇宙天文台)と の観浪1を紹介することで

新任教官のあいさつとさせていただきたい。

ISOは ESA(欧州宇宙機構)に よって1996年 11月 に

近地点1000km、 遠地点70600km、 周期24時間の楕円軌道

に打ち上げられた。リッチクレチェン型直径60cm、 望遠

鏡が2300リ ットルの液体ヘリウムで冷却され、測定装置

や望遠鏡 (散舌L光 よけのバッフルも含め)は絶対温度 2

-8度に維持されている。重量は25ト ン外形寸法は長

さ5.3m、 幅2.3mと 望遠鏡の直径の割 りに大きいのは液

体ヘリウム容器が巨大なためである。

ISOは地上望遠鏡による観測が困難あるいは不可能な

波長領域2.5240ミ クロンを観測する、最初の汎用型赤

外線宇宙望遠鏡であり、測光、分光 (波長分解能50300

00)、 偏光観測が可能である。

4つ の測定装置である測光偏光器、中間赤外線カメラ、

短波長分光器、長波長分光器はドイツ、フランス、オラ

ンダ、イギリスを中心にした大学、研究所、企業の国際

協力によって製作され ESAに 提供された。 1周 回 (あ

るいは1日 )あたりの観測可能時間は衛星と地上局との

交信時間によって制約される。

日本宇宙科学研究所および NASAの 参加によって第

川 良 公  明 (天文学教育研究センター)

kkawara@nltk loa.s.u― tokyo.ac.jp

2地上局がアメリカに設置され、 1日 16時間以上の観瀬1

が可能になった。第 1地上局としては、スペインのマド

リッド近郊のESA衛星追跡局 (通称 Vilspa)が使われ

ている。Vilspaに は、衛星制御センターSCC(Satellite

Control Centrelと 科学運用センター SOC(Science Op‐

eration Centre)が ある。

SOCは約45人の PhDと ほぼ同数の技術者の集団であ

り、SOCを 含めた Vilspaの 総数は約200人 である。参

加各国には測定器支援チームや観測者支援センターが置

かれており、20世紀最後の大計画にふさわしい陣容となっ

ている。

液体ヘ リウムが尽 きるとISOは死ぬ。打ち上げ前に

は寿命は18ヶ 月と評価されていたが、最近の実測値によ

ると寿命は24ヶ 月以上 となっている。

SOC、 測定器を製作したチーム、あるいはISOに特

別の貢献をしているグループには観測時間が保証されて

いる (guaranteed time).宇 宙研 とNASAも guranteed

timeを所有し、国内の研究者グループに分配している。

観測時間全体のうちの 3分の 2は一般公募であり (Open

time)、 ESA力日盟国、日本、アメリカの研究者に応募資

格が与えられている。余談ではあるが、筆者は宇宙研支

援の ISO‐SOC常任研究員 (resident astronomer)と し

て日本人研究者 と緊密に連携 しながらISOの科学運用

を担当してきた。

天文センターヘの着任以降は、三鷹に常駐 しISOを

用いた天文研究をすることになる。

有名なスペーステレコープとの違いは、観測波長が違

うとは言うまでもないが、ISOは寿命がわずか 2年の汎

用天文台であることであろう。この間には多種多様な観

●
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数理ファイナンス

私が現在、専門として最も力をいれている研究分野が

数理ファイナンスである。数理ファイナンスを研究して

いると聞 くと妙な顔をする人達がいる。数学はしばしば

純粋数学と応用数学の二つに分けられるが、おまえのやっ

ているのは不純数学ではないかと言う人もいる。これは

全 くの誤解なのだが、数理ファイナンスと聞けば、金儲

けの数理と連想するのは無理もない。では現在の数理ファ

イナンスとはいったいどのようなものであるのか、ここ

で述べさせて頂 く。

経済現象の説明に、ありとあらゆる概念が自然科学や

数学から借用されてきた。古 くはカタス トロフィーや本目

転移現象で経済恐慌を説明しようとしたし、最近では株

価を説明するのに、フラクタル、カオス、複雑系などを

用いる人達もいる。そういった説明は経済現象のある側

面をうまくついてはいるのだが、当然ではあるがそれで

すべてが説明できるわけではない。しかも、ひとたびあ

る理論で株価が予見できるとなると、裏をかいて儲けよ

うとする人達が出てきて、その人達の行動により、理論

は結局はずれるようになっていく。

株価や有価証券の価格に関する理論は、すべての人が

その理論を信じて儲けようと行動しても、儲ける方法が

存在しない場合に限って、安定な理論 となる。儲ける方

=人

楠  岡 成 雄 (数学科)

法がないことを nO arbitrage(無 裁定)と いう。この

考え方は 1973年 に Blackと Sch61esに より導入され、

現代の数理 ファイナンスの基 となった。nO arbitrage

の考えに基づけば「株価はマルチンゲール」という結論

に達する。マルチンゲールとはランダムウォークを一般

化したもので、要するに株価は予演1不能 となる。この結

論は一部の株価予想の研究者の受け入れられるものでな

く、大論争が行われている。今日ではこのマルチンゲー

ルモデルを基にデリバティブ (派生証券)の価格を計算

するということが実際に金融機関で真剣に行われている。

私は現在、(1)取引費用のデリバティブの価格への影

響の研究、 (2)長短金利の期間構造の確率偏微分方程式

モデルの研究といったことを行っている。現在の所、研

究の結論は複雑で、金融機関で実務に用いられるような

代物ではないが、実務でも役にたつ形にまでもっていき

たいと考えて研究している。

数理ファイナンスが理学の範疇に入るのかどうかはわ

からない。しかし、その基礎 となる数学は高度で、東大

ではおそらく理学部数学科でのみ講義されている数学的

知識が必要となる。これも理学部の果たすべき役割かと

思っている。

《研究紹介》

|

●

面開理関数処理とネットワーク0結び目0統計物理の不変多 の計算

一 計算の本質の解明一

自然科学の諸問題を一度「計算Jと いう観点から眺め

ると、そこには多 くの情報科学的諸問題が実在しており、

情報科学的方法論が幅広 く適用できる。この稿では、こ

の広さを同時に伝えることのできる話しを紹介する。

コンピュータの基本的動作原理は0と 1で記述され 1+
0=1× 1=1と か 1+1=1× 0=0と かの演算に従つ

て動いている。論理関数は、 0か 1が並んだ長い入力列

が与えられたとき、 0か 1を出力する関数で、この動作

今  井   浩 ぐ情報科学専攻)

imai@iss u― tokyo.ac.jp

原理の根幹をなしている。一見、論理関数は簡単かもし

れないが、100個 の 0か 1が並ぶ列全てに対する出力を

表で覚えるとすると、 2の 100乗 (約 10の 30乗)のサイ

ズの表を扱うことになり、たかが100入力で手に負えな

くなる。1990年代に入って 2分決定グラフ (BDDと 呼

ばれる)と いう表現法が提案されて、この分野でブレー

クスルーがあった。BDDの精神は、表での「同じ部分

構造を共有」することにより、実用的関数をコンパクト

―-24-―



に処理することである。研究室では、これまでにBDD
の理論的解析 。並列実装などの研究成果を上げてきた。

BDDの研究は、その精神の「同じ部分構造の共有」が

計算に関する幅広い問題での有効な解決手法であること

から、それを拡張して、とても関係があるとは思えない

色々な問題を解 くことができる。どの地図も4色で塗れ

るというグラフ4色定理、ネットワーク耐故障信頼度、

ひもが結ばれているか といった結び目理論の Jones多

項式、統計物理でのスピンや浸透のモデルの不変量など

の計算問題について、これまで解けなかったサイズの間

題を解 くことができるようになる (一方、これら計算間

題の本質的難しさも示されている)。 ここで面白いのは、

情報科学の基礎 としての論理関数処理に対するH】 )と い

う方法論が、他の種々の計算に絡んだ問題の計算部分の

本質をついていることである。研究室の研究テーマは、

まさしく計算の背後に潜む本質を見抜 くことであり、こ

れはその一つの典型例である。他のテーマも含めて、研

究室ホームページを参照して頂ければ幸いである。

G

超対称性とは、一口で言うならばボーズ粒子とフェル

ミ粒子をいれかえる対称性である。ボーズ粒子とフェル

ミ粒子は統計性が異なるため、互いにまったく異質なも

のと考えられてきた。そのため、ボーズ粒子とフェルミ

粒子を対等に扱う超対称性理論が相対論的場の理論とし

て発見されたのは、わずか二十数年前のことである。当

時この理論は、数学的にコンシステントなものとして定

式化されただけで物理への応用はあまり真剣には考えら

れなかった。しかし最近になって、この超対称性理論は、

素粒子物理のより基本的理論 として注目されている。こ

こでは、その理由について説明したい。

自然の極微の世界の解明を目指して進展してきた素粒

子物理学は、標準理論の予言するほぼ全ての素粒子が発

見され、新しい時代をむかえようとしている。未発見の

素粒子はヒッグスと呼ばれるスカラー粒子のみとなった。

このヒッグス粒子には理論的なパズルが存在する。ヒッ

グス粒子のようなスカラー場は、一般に量子力学の効果

により無限大の質量を持つ。ところが、標準理論によれ

ばこのヒッグス粒子の質量は高々数 100GeV程 度でな

ければならない。この|よ うな無限大の質量は、すでに発

見されているクオークやレプトンのようなフェルミ粒子

やゲージ粒子には現われない。そこでまず思いつくのは、

ヒッグス粒子を基本粒子ではなくフェルミ粒子から作ら

れる複合系とする考えであろう。そうすれば、ヒッグス

粒子の質量に無限大は現われず、標準理論の要請を満足

できる。しかし、この考えは、近年の大型加速器を用い

た精密実験により否定された。

柳  田   勉 (物理学専攻 )

yanagida(Dphys s u― tokyo.ac.jp

超対称性理論は、上記の困難を見事に解決する。量子

力学的効果のうちボソン粒子によるものとフェルミ粒子

によるものが互いに相殺し、ヒッグス粒子の質量に現わ

れた無限大の発散が消え去る。これが現在、素粒子物理

で超対称性理論が大きく取り上げられている理由である。

素粒子の標準理論を超対称化するのは容易なことである。

そればかりではない。超対称化した標準理論ではじめて、

弱い相互作用、電磁相互作用、強い相互作用の三つの相

互作用の結合定数の高エネルギーでの統一が可能である

ことがわかった。つまり、超対称性理論は素粒子の大統

一理論には欠かせぬ考えとなっている。

さて、超対称化した標準理論では、知られている粒子

には必ず超対称変換により結ばれる相棒がいる。例えば、

電子にはその相棒のスカラーの電子がいる。超対称性が

成 り立っていれば、スカラー電子の質量は電子の質量と

等しいはずである。もちろん、スカラー電子はまだ見つ

かっていないので、超対称性は破れてなければならない。

破れの大きさは、数 100GeV程 度であろう。さもな く

ば、 ヒッグス粒子 の質量 を標準理論 の要請す る数

100GeVに とどめておけない。この考えが正しければ、

多 くの超対称性の粒子が数 100GeVの領域に存在する

はずである。また最近、理論の詳細を調べることにより、

最 も軽いヒッグス粒子の質量が 150GeV以 下であるこ

とが分かった。私は、このヒッグス粒子を含め超対称性

理論が予言する多 くの新しい素粒子が発見される日が、

近い将来にやって来ると信じている。

超対称性理論
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調和振動子の運動方程式や波動方程式は、与えられた

初期条件に対して解 くことができる。このような力学系

を、完全積分可能系、略して可積分系という。上の 2例

は線形方程式であるから、可積分系であることを示すの

は容易である。非線形波動の研究において発見されたソ

リトンは、粒子のように振舞う波のかたまりであり、互

いの衝突に対して安定であるという驚 くべき性質を持っ

ている。なぜソリトンが安定に伝播し続けるのかといえ

ば、それはソリトン方程式が可積分系であるからである。

このように、可積分系は秩序ある規則的な運動を記述す

る。一方、この対極にあるのがカオス系であり、初期条

件に敏感に依存する不規則な運動を示す。

量子論的な粒子系に対 して、こうした非線形科学の視

点からの研究が本格的になったのは、この10年 といって

よいであろう。古典ハ ミル トニアン系が可積分であるた

めの条件は、1)自 由度の数だけ独立な保存量がある、2)

それらの保存量は包含的 (ポアソンかっこが交換するこ

と)である、の 2条件であることが知られている。これ

を、リュービルの定理という。保存量を保存演算子、ポ

アソンかっこを交換子と読みかえて、量子論における可

積分性を定義する。我々は、1次元量子粒子系において、

逆 2乗型長距離相互作用系 (カ ロジェロ 。モーザー模型

やサザーランド模型とよばれる)や それらが内部自由度

(ス ピン)を持った系が量子可積分系であることを証明

した。それらの固有関数は、ジャック多項式などの直交

対称多項式であることがわかった。量子力学でよく知ら

れた古典直交多項式を多変数に一般化したものとなって

いる。物理学的には、これらの量子多体系は、朝永・ ラ

ティンジャー流体や排他統計 (ボ ゾンでもフェルミオン

でもない)を持つ粒子系を実現したものである。

量子可積分系は多数の保存演算子を持っている。この

ような場合、保存則に対応して対称性がある、と考える

のが理論物理学の常套手段である。実際、これらの量子

可積分系では、カレント代数、量子＼ヽ 数、ヤンギアン

等の興味深い対称性が背後に存在することがわかった。

最近の話題の 1つ に、境界条件の問題がある。無限系

や周期的境界条件に他に、系の可積分性を壊さない境界

条件にはどのようなものがあるであろうか。可積分系に

おける3粒子散乱は、粒子衝突の順序に依らないという

関係式で特徴づけられる (図 1)。 一方、境界のある可

積分系については、境界 (壁)に衝突する2粒子の振舞
いに対して、壁への衝突と2粒子の衝突が順序によらな

いという関係式が必要になる (図 2)。 この 2つ の関係

式をみたす量子可積分系が構成できる。例えば、 1次元
ハバード模型は可積分系であるが、両端に磁場や化学ポ

量子可積分粒子系の研究

和 達 三 樹 (物理学専攻)

wadati@mOnet.phys.s.u‐ tokyo.acip

テンシャルが加えられた場合 も可積分系であることがわ

か っ た 。

ハ ミル トニアン系が可積分であるかどうか、といぅ問

題は、天体力学から始まる最も古い歴史をもつ基本的な

問題である。量子論に舞台を移したのが、今回の研究紹

介であり、物性物理学・素粒子物理学の基礎問題 と密接

な関連を持つとともに、多 くの興味深い数理科学的課題

を提供している。

図 1 可積分系での 3粒子散乱行列がみたす関係式 (ヤ ン・

バクスター関係式 )

図 2 境界が系の可積分性を保つための関係式

(境界ヤン・バクスター関係式 )

0

|
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地球型惑星の比較テク トニクス

地球ではプレー ト運動が様々な地学現象を支配してい

ることは良く知られている。しかし、プレー ト運動が起

こっている惑星は地球以外には他に知られていない。ま

た、どのような条件が満たされればプレー ト運動が生じ

るかも明らかにされていない。プレー ト運動発生の条件

を明らかにすることは地球という惑星をよりよく理解す

る上で重要である。

この問題を考える上では大きさが殆ど地球と同じであ

る金星 との比較が有効であろう。とりわけ、地球で「プ

レー トJに相当する地表から数百キロメー トルの深さま

での比較が重要と思われる。この問題に関連して、金星

と地球では地表付近100hほ どの範囲の粘性率分布が大

きく異なっていることが示されたので、これを紹介したい。

探査機による観測によって金星の表面にはコロナやア

ラクノイドとよばれる地形が多数見出された。これは数

百キロメートルサイズの円形の割れ目を伴う地形であり、

マントルから上昇してきた暖かくて軽いプリュームが、

地表付近の比較的堅い層に浮力を力日えることによって生

じたと考えられている。地球のマントルでも同様の暖か

くて軽いプリュームの上昇はおこっている。しかし、地

球ではこのようなサイズの円形の割れ日は見あたらない。

あるという報告もないわけではないが、少なくとも金星

の場合のように顕著ではない。そこで円形割れ目が発生

する条件を粘弾性体・弾性体のモデルを用いて検討した。

阿 部 豊 (地球惑星物理学専攻)

ayutaka(Dgeoph.s.u― tokyo.ac.jp

その結果、金星の円形割れ日は、マントル深部から上昇

してきたプリュームが地下10～20kmの深度という上し較的

浅いところにまで進入し、地殻に大きな応力を加えると

発達することがわかつた。地球では「プレー ト」の下面

に相当する、深さ100kmほ どのところに大きな粘性率の

変化があり、それよりも浅い部分は深い部分に比べてけ

た違いに堅い。地球の場合、この深度でプリュームの上

昇が止まるので地殻にはあまり大きな力が加わらない。

逆に言えば、金星で比較的浅いところまでプリュームが

進入することは、金星では地球の「プレー ト」に対応す

るような粘性率構造がないことを意味する。要するに、

金星では「プレー トJに相当する堅い部分がそもそもな

いか、あるいは極めて薄いと考えられる。

粘性率分布の違いの一因は金星と地球の地表温度の違

いにあろう。これに加えて、金星マントルに水がないこ

とも関係しているかもしれない。地表温度を規定してい

る要因として、大気はもちろん重要である。ここでは詳

しく述べる余裕がないが、地表温度にも大気を介して微

妙なところで水の存在量が影響している。一方、「プレー

ト」に相当する粘性率構造の有無と、プレー ト「運動J

が起こることの間には大きな開きがある。今後、「プレー

ト」構造の成因とともに、「動 く」ための条件を明 らか

にしていく必要がある。
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有機分子と固体表面の相互作用―表面 XAFSに よる研究

有機分子が清浄な金属や半導体の表面に降ってきたと

き、表面でどのような振る舞いをするだろうか。十分低

温では多層に物理吸着し、温度を上げていくと多 くは脱

離して化学吸着した単分子層のみが表面に残る。さらに

温度を上げていくとそのまま脱離するか、あるいは、解

離したり表面で様々な化学反応を起 こす。このような原

子分子と固体表面の相互作用は、化学における長 くから

の研究主題であった。これまでもこの表面現象はいろい

ろな方法で調べられてきたが、新しい手法の開発により、

また別の側面から分子吸着の問題を見ることができるよ

うになる。我々はこの56年、放射光を光源にした表面

XAFSと 呼ばれる手法を中心にして、様々な有機分子

の金属表面での吸着、解離、脱離、化学反応などの詳細

を調べてきている。表面 XAFSは内核吸収端近傍の吸

収微細構造 (NEXAFS)と それより高エネルギー側の幅

広い吸収に見 られる波打ち構造 (EXAFS)と にわけられ

るが、直線偏光性を持った放射光の偏光依存性を用いる

と、前者からは吸着分子の配向性や基板からの電荷移動

量がわかり、後者からは吸収原子の吸着サイトや吸着分

大 田 俊 明 (化学専攻)

ohta@chem.s.u― tokyo.acip

子の構造変化、基板原子との距離がわかる。電子線を用

いる方法に比べて吸着分子の脱離や解離は起こりにくい

こと、回折手法に比べて長周期の規則性が必要ないこと

などの長所を持っている。

最近、我々は、 くの字型のS02を Ni基板に吸着さ

せた とき、寝た構造 をとるが、Pd基板上では一つの

S‐0が基板 と平行に、もう一つが基板に立つた構造をと

ることを見いだ した。そして、Ni基板上 に 1原子層

Pdを蒸着した表面にS02を 吸着させると、ちようど中

間の吸着構造をとる。このような基板金属の電子状態や

構造の違いによる分子の吸着状態の変化は金属と分子の

相互作用を調べる上で非常に重要な知見を提供してくれ

る。さらに、この方法を用いて金属表面上での熱化学反

応の追跡を行っているが、基板の状態によって、単なる

解離反応や、2S02→ S+S04や 3S02→ S+2S03の よ

うな不均化反応が観測されている。今後の課題 として、

表面XAFSを プローブとし、放射光のエネルギー可変

性、偏光性を利用したサイ ト選別化学反応による特異な

表面新物質相の開発などに取 り組む予定である。

|

|
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脳の光受容体ピノプシンと生物時計

○

私たちの睡眠・覚醒のように、約一日の周期をもつ生

物リズムを概日リズム (サーカディアンリズム)と 呼ぶ。

動物の概日リズムは体内に存在する生物時計 (概 日時計)

によって支配されており、時計細胞で発生した時刻シグ

ナルにしたがつて、多 くの生理現象が制御されている。

例えば、脳の松果体はメラ トニンというホルモンを夜間

に活発に合成 。分泌する。「概日Jと いう名の通 り、こ

の生物時計は自分自身で「おおよそ一日」のリズムを刻

んで発振しているが、これを正確に24時間に同調させて

いるのが、外界の明暗シグナルである。哺乳類において

は、概日リズム発現に必要な 3要素、つまり光入力系・

発振系 。メラトニン出力系は 3つ の異なる組織 (そ れぞ

れ網膜 。視交叉上核・松果体)にわかれて存在している。

一方、鳥類など哺予L類以外のある種の脊椎動物の松果体

には、メラトニン出力系のみならず光入力系と発振系が

共存している (図 を参照)。

私共は、ニフトリ松果体の cDNAラ イブラリーから

新しいタイプの光受容体 (351ア ミノ酸残基からなる)

図の説明

哺乳類においては、概 日時計の発振系は視床下部の視交叉

上核に存在する。ここで発生 した時刻情報はニユーロンを介

して、例 えば松果体に伝 えられ、メラ トニン合成系の酵素活

性が夜間に急上昇する。NATは セロ トニン N― アセチル転

移酵素、H10MTは ヒ ドロキシイン ドール ー0-メ チル転移

酵素の略。このうち、特に NAT活性が夜間に上昇するため、

メラ トニン合成量が日周変動する。松果体で合成されたメラ

深  田 吉 孝 (生物化学専攻)

sfukada@hOngO.ecc.u― tokyo ac.jp

をコー ドする遺伝子をクローニングし、これが松果体に

特異的に発現していることを突きとめた。この遺伝子産

物は11シ ス型レチナールと結合して青色感受性を示した

が、そのアミノ酸配列はロドプシンなどの網膜光受容体

とは大きく異なり、進化のかなり初期の過程でロドプシ

ンなどと分岐したものと推定された。そこで、松果体細

胞 (pttea10Cyte)に 発現する光受容蛋白質 (opsin)と

いう意味から、この光受容体をピノプシン (pinopsin)

と名付けた。全体のアミノ酸配列はかなり異なるが、ピ

ノプシンはロドプシンと同様、 7回膜貫通型の典型的な

G蛋白質共役受容体である。したがって松果体において

ピノプシンが受容した光情報は、G蛋自質を介して生物

時計の発振系へ流れ込み、その位相を調節していると推

定できる。この光情報の伝達経路を探ることにより、概

日時計の発振系の分子メカニズムーつまり生物が時を刻

む仕組み―を知ることができるのではないかと期待して

いる。

トニンは血液中に分泌され、夜間に全身にゆきわたる。また、

網膜で受容 した光情報によつて発振系の位相は外界の明暗サ

イクルと同調する。これが光入力系である。一方、ニワ トリ

など、哺乳類以外のある種の動物では、光入力系 。発振系・

メラ トニン出力系という 3要素が一つの松果体細胞に共存 し、

優れた実験材料となる。

概日時計の光入力系

⑩
光入力系 発振系

視交又上核

出力系
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エチオピアにおける古人類学調査

古人類学 とは英語の paleoanthFOp010gyの訳語であ

るが、時々間違えられるように「古い」人類学 もしくは

「古い人類」の学を意味するのではなく、化石記録を活

用し人類進化の実体を可能な限り解明することを目指す

研究分野である。狭義には化石人類そのものに関する研

究を意味し、広義には先史学、年代学、古生物学、古環

境学などの側面をも包括する。当分野の発展には「発見」

といつた、研究者側がコントロールできない面もあるが、

世界各地で年々、質、量 ともに充実してきている化石標

本の蓄積は偶然によるものではなく、的を絞った学術調

査によるものである。

我々の研究グループは10年前からエチオピアで野外調

査を継続している。調査活動は様々であるが、地溝帯に

おける系統だった遺跡・化石産出地の分布・性状調査、

特定調査地の再評価、特定調査地の重点調査などを含む。

主だった成果はアファール三角地帯のアワッシュ川中流

域調査およびエチォピァ地濤帯南西端のコンソ遺跡群調

査によって得られている。前者の一環 として、類人猿 と

アウス トラロピテクスの特徴が混在する440万年前の人

類祖先を発見し、これを新属新種のアルディピテクス・

諏 訪 元 (生物科学専攻)

su、va Outs2.s.u‐ tokyO.ac.ip

ラミグスとして1994095年に発表した。当時は歯牙形態

特徴を中心に結論を導いたが、以後、追加標本が相当数

出土しており、より全身レベルの解明を目下進めている。

コンソ遺跡群は、日本・エチオピアの共同調査として、

1993年 より継続中である。約140か ら190万年前の遺跡で

あり、人類化石 としてはアウス トラロピテクス・ボイセ

イとホモ・エレクトスが出土している。本調査地の層序 。

年代・古地形の大枠が目下整理されつつあり、今後は出

土する動物相、先史遺物などの解釈をより詳細に進める

予定である。哺乳動物化石 としては同定可能なもの約

7000点 ほどを採集 。発掘し、このうち16点が人類化石で ||
ある。標本のキュレーションならびに研究は全てエチオ

ピア国立博物館にて調査隊員が行うため進行にはままな

らないものがあるが、古生物標本の一次同定作業にを終

え、オル ドヴァイ渓谷、 トゥルカナ湖周辺の同時代動物

相 とは予想外に異なる面が多いことが判明し、日下、こ

れをさらに分析中である。コンソのボイセィ猿人標本は

世界でも第二級のものを含む。目下、既存の他地域標本

との比較研究を進めているが、やはり独特な形態特徴が

目立ち、同種の多型性を強 く示唆している。

Q

コンソ遺跡群から出土 したアウス トラロピテクス :ボイセイ
の頭蓋骨化石、142万年前の推定年代をもつ。
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ヒトゲノム多様性保存システム としての民族の細胞銀行

人類学のように多様性‐と特異性を土台として研究がす

すめられる分野では、多くの集団、多く―の個体に関する

データーが必要です。そこで、血液を中心として生体試

料を得るフィールドワークが多数なされてきましたが、

生命科学の技術の進歩に,と もない遺伝子を、しかも、生

きた.状態で将来に残すことが重要になってきました。折

しも、人類の遺伝的多様性を保存する、すなわち、世界

の民族を対象とした細胞銀行をellる という動きが、アメ

リカ主導型の事業として計画されました。その計画では

数百万ドルかけて、世界の却0民族から1万人規模のバ

ンクを倉1る というものでした。日本においても早急な体

制作りの必要性を感じたのですが、先立つものが不如意

であるため思うにまかせませんでした。

そこで「 フィールドからラボヘ」 。「安い。易い」を

目指して、古い試料や少ない試料から簡便で安全な方法

で細胞株をつくる技術改良に取り組むことにしました。

その結果、採血後 3日 以内と言われていたものが、10日

経つたlccの血液からでも効率よく細胞株化できるよう

になりました。また、費用に関して言えば、欧米で 1検

石
‐

田 貴 文 (生物科学専攻‐)

tぉnda@u虚 .s.u,tokyo.acJp

体当たり200ド ルかかる.と ころが、我々の技術では現在

6,000円 代まで軽減されました。経費の点から未だこの

領域に参入していない国内外の研究者にとつては福音と

なるでしょう。過去14年にわたリアジアの色々な民族の

調査とラボワークをしてきた経験を活かして、これまで

に20民族800検体、すなわち、ヒトゲノム多様性計画の

1割近 くが達成されてしまいました。

本研究遂行の過程で得られるヒト細1胞株は、もちろん

倫理的な問題はこれからも検討していかなくてはならな

いのですが、遺伝的変異研究、1遺伝性疾患の研究‐や変異

原検索等、多研究分野で利用可能な人類の共有しうる知

的資産として期待されます。現在ヒ ゲヽノム多様陸計画

はHUGOの企画にも盛‐り込まれていますが進んでいま

せん。私たちの研究は立ちはだかる障壁を低くし、ヒト

ゲノム多様性計画における情報発信基地としてヒトゲノ

ム計画にも貢献できるでしょう。実際、インドネシア・

シンガポール・マレーシア・タイの研究者への講習もお

こない、国際交流も含めた技術移転にもお役に立てたよ

うです。

マレー半島の先住民マニ族と共に (1989年 の調査時に撮影。さて、この写真の中に日本人は何人いるでしょうか ?)
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動物硬組織の結晶内タンパク質

返 藤 ― 佳 (地質学専攻)

endo@geol.s.u― tokyo.acip

れていると予想できる。しかも単に系統推定の指標 とし

て使うのであれば、その情報量においてDNAと 遜色が

ない。さらにタンパク質は、無脊椎動物の硬い分泌物

(貝殻やサンゴなど)と いうごく普通に産出する化石に

も含まれる。特に、これら動物硬組織を構成する個々の

鉱物結晶の「中」に存在が知られるもの (結晶内タンパ

ク質)は、化石中に保存される可台旨性が高い。アミノ酸

のラセミ化率を利用した地層の年代測定も、こうした結

晶内タンパク質に着目することによって精度が高まると

予想される。

またこれらの動物の硬組織は、例えば幾多の貝殻を想

像すればわかるように、美しくも多様な姿を見せる。こ

のきわめて精巧なセラミックスを生物は常温常圧で合成

しているが、それには硬組織に含まれる有機物 (特にタ

ンパク質)が重要な働きをしているとされる。また、進

化史的に、動物における硬組織形成は、約 5億 5千万年

前の「カンブリア紀の爆発」に端を発する。しかし、そ

れがどのような過程で成立したのかまだ説明がついてい

ない。もしかしたら、硬組織に含まれるタンパク質にそ

の謎を解 く鍵があるかもしれない。そんなことを考えな

がら、現在結晶内タンパク質の一つ (ICP-1)を コー

ドする遺伝子のクローニングを行っている。

Antlserun dilutlo■ (1た )

2:100万年前)か ら検 出されたタンパク質。現生 2種の結晶内タンパ ク質

抗血清の濃度、縦軸 :反応の強 さ)。 形態学的に近縁 とされる種 に対する抗
コン トロールは同 じ地層か ら採集 した二枚貝化石の抽出物。
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もし20世紀の科学の成果をただの一文しか21世紀に伝

えられないとしたら、「物質は原子からできている」 と

いう文章を伝える、と述べた有名な科学者がいるらしい。

異論もあろうが、先の文意から敷衛される微視的な (原

子、分子レベルの)も のの見方が今世紀の科学に多大な

影響を及ぼしたことは確かだ。意外に思われるかもしれ

ないが、そのような影響を受けた分野の一つに古生物学

も含まれる。1950年代から60年代にかけて、化石や地層

中に残された有機分子の研究を行う分野として分子古生

物学は誕生した。

当時は、炭化水素やアミノ酸などの低分子化合物が研

究対象の中心であったが、その後、タンパク質 (ペプチ

ド)が分子化石として知られるようになり、80年代に入っ

てDNAがそのリストに力日わつた。低分子の分子化石の

研究は特に過去の環境の指標 としてその地歩を固め、一

方化石 DNAの研究は一世を風靡し、少なくとも過去 5

万年の絶滅生物の系統関係の推定において市民権を得た。

その中にあって、化石タンパク質は置き去 りにされた感

がある。

しかし、化石タンパク質も捨てたものではないと私は

思う。その理由の一つは、潜在的な保存量の豊富さであ

る。ペプチ ド結合の強度から考えて、DNAが保存され

ている特殊な化石においては、必ずタンパク質も保存さ

図 :絶滅 した腕足動物の貝殻化石 (1:8万年前、
に対する抗体を用いた結果をそれぞれ示す (横軸 :

血清は100万年前の化石抽出物とも反応する (下段 )。

|
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活断層の地下構造を探る

日本列島は、年間数伽から10cmの速さで動く海のプレー

トによって圧縮されて変形する一種の造山帯である。プ

レー トの収東運動によって生 じる応力は、地殻の上部

(15 20km以 浅)では主 として無数に存在する断層がず

れることによって解消される。日本列島の活断層は数千

年から数万年に一度の割合でくり返し活動し、その際地

震を発生して大きな被害をもたらす。一方、下部地殻 と

それ以深では地震を起こすような急激な破壊が発生しな

いので、粘性流動が生じているものと考えられている。

変形様式の全 く異なる上部地殻 と下部地殻の境界には、

ほぼ水平に横たわる大規模なすべり面 (デ コルマンと呼

ぶ)が存在し、上部地殻内に発達する無数の活断層はこ

のすべり面に収叙していると予想される。地形 。地質学

的に観測される地表変形のパターンから見ると、東北や

中部 。近畿地方の地下には、このようなデコルマンが上

部地殻のもっと浅い部分にも何層かあると推定されるが、

その実体はほとんど分かっていない。我々が空中写真判

読や地表踏査でマッピングした活断層も、ひと皮ふた皮

と地層を剥いでいけば、恐らく様相は一変してしまうに

違いない。

我々は、平成 8年度に地震研究所に導入された反射法

地震探査システムを用いて、活断層の地下構造を解明す

る研究を始めた。反射法地震探査 とは、人工的に発生さ

せた地震波を用いて地下の地質構造を探る調査技術であ

り、石油資源の探査を目的として高度に発達した。地震

研究所に導入されたシステムは、広帯域のスイープ震源

とデジタルテレメトリー方式の受信/記録装置からなり、

最大 2 km程度までの深度の地下構造を高分解能で探査で

きる。さらに高エネルギーの震源を用いれば、地殻スケー

ルの探査にまで対応できる本格的なシステムである。

池  田 安 隆 (地理学専攻)

ikeda(Dgeogr.s.u‐tokyo.ac.jp

最初の実験は、昨年 7～ 8月 に秋田県の千屋断層を横

切る長さ6.5kmの測線で行った。この断層は1896年 の陸

羽地震の震源断層であり、我々の実験は図らずも震災10

0周 年目に行われた。三度目の実験は、中部地方を南北

に横切る大断層である糸魚川静岡構造線の北部、神城盆

地で昨年10月 に実施した。両実験 とも、全国の大学から

15名 を越える研究者 (学生を含む)が参加した。参加者

の専門は、地形学・地質学 。地震学と多岐にわたり、ま

さに学際的な研究チームとなった。実験で得た膨大なデー

タは現在解析中であるが、予備的な解析の結果、千屋断

層は地下 l hnぐ らいで低角のデコルマンに移行し、ずれ

の総量が 2 kmを越えるらしいことが分かった。

活断層の地下構造の解明は、内陸直下型地震の危険度

評価に資するばかりでなく、今後続々と蓄積されるであ

ろうGPSに よる地殻歪みデータや欄密地震観測網によ

る微小地震データとあわせて、断層を駆動するメカニズ

ムや日本列島の現在のテクトニクスを理解する上で重要

な役割を果たすと考えられる。

写真 :震源車。荷台中央の白い箱は油圧発生装置。荷台最後

部に付いている油圧バイブレーターで路面を揺する。

長野県神城盆地にて。

東西

図 : 千屋断層 (秋田県)での反射記録 (shot gather)の一lJl。 横軸は探査測線に沿う距離 i縦軸は時間 (往復走時)。 10m間隔

で180チ ヤンネル分配置 した地震計の波形記録を沢1線 に沿つて並べてある。発信点の位置は図の中央やや右より。地下の地層境

界からの明瞭な反射波がとらえられている。
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環境変化への適応過程における情報伝達機構のはたらき

イオンチャンネルは神経細胞に存在して脳内の電気的

信号の生成に関っているだけでなく、内分泌細胞や卵細

胞・精子等にも広く存在して細胞外環境が細胞内情報伝

達系のトリガーを引く際に有効に使われている。私たち

は、環境の変化に適応するために動物が進化の過程で獲

得した情報伝達機構の重要な担い手としてのイオンチャ

ンネルと細胞内情報伝達系に注目して主に 2つのテーマ

について研究を進めている。

ペプチドニューロン系 動物は外界からの入力に対し

て常に一定した応答を示すのではなく、環境の変化を的

確に受け止め、これに対して適応的かつ合目的的に柔軟

な応答をする能力を備えている。これを可能にしている

のが情報の伝達系としての神経系 。内分泌系である。私

たちは、環境変化の受容系と行動 。内分泌的適応の仲介

をする重要な役割を演 じているものの 1つ がペプチ ド

ニューロン系であると考えている。本研究で主な対象と

するゴナドトロピン (生殖腺刺激ホルモン)放出ホルモ

ン (GnRH)は 、視索前野で産生され、外的 。内的環境

の変化に応じて正中隆起に投射する軸索終末から分泌さ

れて下垂体からのゴナドトロピン放出を調節する「向下

垂体ペプチドホルモン」として従来から知られてきた。

解 σ″R物

Na+

岡   良 隆 (臨海実験所)

okay@n■ mbs s.u‐ tokyO.acip

この際 GnRHニ ューロンは感覚情報からホルモン分泌

への情報変換の役割を担っている。私たちはこれに加え

て、正中隆起ではなく脳内に広 く投射して各脳部位の機

能の調節にかかわる神経修飾物質として働 くと考えられ

る終神経 GnRH系 および中脳 GnRH系 の存在を証明し

てきた。この、構造的・機能的に多様なGnRH神経系

の存在の証明は私たちが魚類脳の特性を生かして、世界

に先駆けて証明した。本研究では、脊椎動物のGnRH
神経系を主な題材として、脊椎動物が環境変化に対応し

て柔軟な生理的応答をする基礎 としてのネ申経系 。内分泌

系における細胞内情報伝達機構のしくみを、主に生理学

における最先端的手法を用いて、また、生化学的・分子

生物学的手法も取 り入れながら解明しようとしている。

卵細胞・精子 卵細胞・精子の活性化等については従

来主に生理化学的な手法で研究されており、活性化に必

要な細胞内情報伝達系をイオンチャンネルが トリガーす

ることが示唆されてきた。私たちはそのメカニズムをよ

り直接的に探るため、従来この分野ではあまり用いられ

てこなかった電気生理学や分子生物学の手法を用いた研

究を始めている。

ホルモン・神経伝達物質

0

0

IN4rtor) kol

神糧堀胞J」LL
興奮性

● 0
興奮性

● 0

神燿堀胞 興奮性 ●  中

終神経 GnRH系の神経修飾作用に関するモデル。

●  奉
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ミュオン触媒核融合実験の進展

重い電子 と考えられる素粒子負ミュオンが触媒し、寿

命百万分の 2秒の間に連鎖的に誘発する 2重水素 (D)と

3重水素 (T)と の間の核融合現象の研究が、理研 。東大

理 。原研アイソトープ部・ 電総研・RAL(英、ラザ

フォードアップル トン研)の共同研究チームによって大

きな進展をみた。この実験は、14MeV核融合中性子 と、

反応生成物4 Heに ミュオンが付着し連鎖反応の終止に

対応する特陛X線 とを、同時に測ることを行っている。

10年程前に中間子科学研究センターKEK分室において

始められた実験手法を、理研が RALに つくったミュオ

ン施設で得られる大強度パルス状 ミュオンビームとTが

崩壊することによって生ずる3 He不純物を完全に除去

している高純度標的系とを駆使し、最先端の実験が進行

している。次のことが判つた。

水 嶺 謙 忠 (中間子科学砒 センター・理研)

nagamine‐ @nlslaxp.kёkjp

松崎禎市郎・石田勝彦・中村哲 (理研)

坂元員一・河村成肇 (中間子科学研究センター)、 他

i)T濃度30%の液体D― Tで, ミュオン 1個当りの融

合中性子発生数は140～200個 になり、T濃度の最適化

により、科学的ブレークイーブに対応する300個 /ミ ュ

オンに近づ く条件が得られることが期待される。

ii)X線スペクトル (図 1)か ら得られる4 Heへのミュ

オン付着率は0.4%以 下であり、理論の予演10.6%と異

なっている。

ili)4 Heに 付着 した ミュオンか らの原子X線 は、Kα

(全量子数 n=2→ n=1)が 主体で、Kβ (n=3
→ n=1)が理論予測に比べ非常に弱 く、興味ある未

知の原子過程を示唆している。

iv)団体 D― Tでは3 Heの累積による核融合回数の著

しい減少が観浪1さ れていて、3 Heのその場除去の重

要性を示している。

この実験は、本年夏頃に完結する予定である。

DT Liquid(80-2080n3)

810
x-roy Encrqy (kcv)

図 1 強力なパルス状 ミュオンと高純度液体 D― T(T濃 度28%)標的をもちいて得られたミュオン・アルファ付着現象による

X線のスペク トル。 Tのベータ崩壊の制動輻射バックグラウン ドの上に8 2KeVの Kα X線がきれいに見えている。

山̈師̈

X-ray
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地震の傷跡はどのように癒されていくのか

今や、「活断層」 という言葉は広 く人々に知られるよ

うになった。活断層は、地震の傷跡である。地震によっ

て出来た傷跡は、長い年月をかけて癒されていくが、や

がて地殻応力がその破壊限界強度に達すると、再び地震

が発生する。地震が一度発生してから同じところで再び

発生するまでの一サイクルは、内陸のマグニチュード7

クラスの地震の場合、平均して数千年とされている。

兵庫県南部地震で淡路島の北西部に現れた地震断層は、

淡路島の地下深 くで開始した地殻の破壊が巨大な活断層

に沿つて約17mも上昇して地表まで達したことを物語っ

ている。このような、出来立てのホヤホヤの巨大な傷跡

は、内陸地震発生に至るメカニズムを理解するうえでき

わめて貴重な研究対象である。この傷跡を、地表だけで

なく地下深部まで調査するために、「断層解剖計画Jが
国立大学や国立の研究機関の共同研究 として開始された。

断層破砕帯を縦、横、斜めに切るように、深度500m,

800m,1800mの 3本の井戸が掘削され,様々な分析が

行われている。地殻化学実験施設では,掘削された井戸

の地下水の水位 と湧出量の連続観測や,井戸の掘削時に

採取された深部断層岩中に含まれるガスの同位体比測定

などを行い、断層解剖計画に寄与してきている。

1997年 2月 9日 から13日 の5日 間にわたり、深度1800

m観測井において注水試験が行われた。注水による地下

五十嵐 丈 二 (地殻化学実験施設)

iga@eqchem.s.u‐ tokyo.ac.jp

深部の間隙水圧変化が断層破砕帯とその周辺にどのよう

な影響を及ぼすかを調べるのが目的である。期待される

変化は、地下水の流動電位による地電位変化、誘発地震、

そして隣接する深度500mと 800mの観測井の水位 と湧出

量変化などである。我々が担当している水位と湧出量の

観測により、地下深部の断層破砕帯における平均的な透

水率が推定できる。

ところで、兵庫県南部地震に伴って淡路島北部の広い

地域で地下水や温泉の異常な湧出がみられた。これは地

震によって地殻に微小な亀裂が形成されるなどの変化が

起こり、帯水層の透水率が高くなつたためと考えられる。 O
地表で観察される異常湧水は徐々に地震前の状態に戻 り

つつあるが、深部の断層破砕帯では地震発生後 2年以上

経過した現在でも、高い透水率が維持されていることが

期待できる。やがて地下水に溶けているミネラルの析出

などにより亀裂が塞がれていき、それに伴って帯水層の

透水率も低下していくだろう。しかし、地震直後の地殻

の癒着過程を実際に観測した例はなく、ほとんどわかっ

ていないと言ってよい。 (数千年 という内陸地震サイク

ルのタイムスケールと比較すれば、地震後 2年経過した

とはいえ、「地震直後」である。)同様な注水試験を5年

後、10年後 と繰 り返して調査を続けていく予定である。

淡路島の野島断層における斜めボーリングの様子
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地上望遠鏡からの中間赤外線観測

|●
 域の中に、宇宙空間に存在する個体微粒子からの放射帯

や、比較的高い励起状態にある原子の輝線を多 く含んで

いる。

この波長域での観測はこれから大 きく観測限界を引き

上げることが期待できる。それは、望遠鏡が今世代交替

の時期にあり、これまでの口径4メ ー トル級の倍の8メ ー

トル級のものが建設中であることと、 この波長域での2

次元アレイ検出器が開発されたためである。

日本でも国立天文台が中心になってハワイのマウナケ

ア山頂に口径 8mの望遠鏡を建設中である。私はこの望

遠鏡に取 り付ける観測装置の一つとして中間赤外での長

ス リット分光 と撮像のできる観測装置の開発を行ってい

天文学の新しい発展をもたらすもののひとつに観測技

術の進歩がある。そして今ではγ線から電波にわたる電

磁波での観測がなされ、それぞれの波長域でさらなる高

感度、高波長分解能、高空間分解能をめざして観測技術

が進展している。

私が今とりくんでいるのは中間赤外 とよばれる波長が

10か ら20ミ クロン程度の波長域である。このあたりでは

我々の観測にとって邪魔な存在である大気の吸収の少な

い、したがって地上からでも観測できる波長域がある。

そして、そのような大気の窓とよばれる観測可能な波長

片 n■A 宏 ― (天文学教育研究センター)

kataza@rntk.ioa.s.u‐ tokyo.ac.jp

る。

一口に観測装置の開発と言ってもするべきことは実に

多岐にわたっている。その中には観測装置本体の設計 と

その実現に必要な技術開発は当然であるが、それだけで

はない要素もある。

特にこの中間赤外 という波長域では、望遠鏡はもとよ

り大気も透過率が比較的高いといつても残 りの放射率の

部分で熱輻射を出している。この熱放射に取 り囲まれた

状態の中での観測を実現するために必要な観測手法を調

べることも重要な開発要素である。

この 4年間程の間に私は、本番の観測装置の設計だけ

でなく、この観測手法を調べるためにプロトタイプの観

測装置を製作し、観測を行って来た。その結果、望遠鏡

の副鏡を振動させて 3Hz程度の周波数で観演1点 を変え

ることが必要であるということ、副鏡振動では光学系の

わずかな違いに起因するオフセットがのるのでこれを補

正するために数分おきに望遠鏡全体のみる方向を変える

必要があることなどがはっきりして来た。

これらの結果は今建設中の望遠鏡の副鏡制御システム

等にも反映しつつ、あと2年以内に迫った本番装置での

観測のスター トにむけて準備を進めている。
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《受賞関係》

生物科学専攻・植物生態学研究室の園池公毅助手 (35

歳)が平成 8年度の日本植物学会の奨励賞を受賞されま

した。園池さんは、東京大学教養学部・基礎科学科の出

身で、大学院理学系研究科相関理化学専門課程に進まれ、

以来、光合成の光化学系反応中心の研究を続けられてき

ました。今回の受賞の対象 となった研究は、「光化学系

Iと その低温光阻害のメカニズムJと いうものです。

植物が光エネルギーを化学エネルギーに変換できる唯

一の生物であることは、よく知られていることですが、

この光エネルギー変換に直接たずさわるのが光化学系で、

これには 2種類存在します。ひとつは、光エネルギーで

水を分解し、酸素と膨大な還元力 (電子)を生み出す光

《留学生から》

日本植物学会奨励賞受賞に寄せて

西 田 生 貞5(生物科学専攻)

nishida@uts2.s.u― tokyo acip

化学系Ⅱであり、もう一つは、光化学系で生産された電

子のエネルギーを生体内で利用可能な還元力である

NADPHに 変換する光化学系 Iです。光合成は、エネ

ルギー変換のバランスが重要で、これを乱すような要因

に対して阻害をうけ、たとえば強光条件下では電子エネ

ルギー過剰による光阻害をうけます。また、低温は、光

合成の光阻害を促進するので、これを低温光阻害と呼び

ます。低温光阻害は、植物の低温感受性 とも関連し、そ

のメカニズムの解明には、多 くの研究者の努力が注がれ

てきました。その結果、光化学系Ⅱが低温・強光条件下

で損傷をうけることが明らかになっています。しかし、

園池さんは、自然界でおこる植物の低温傷害は光の弱い

明け方にもみられることに注目し、弱光条件での低温光

阻害のメカニズムについて研究した結果、その阻害部位

は、光化学系Ⅱではなく光化学系 Iであることをつきと

めました。このことが、今回の受賞につながる、大きな

研究成果ひとつのであることは間違いありません。今後

の、園池さんの研究の発展が、光合成基礎研究および植

物の低温傷害の問題解決に大きく貢献することをお祈 り

いたします。

私が日本に来てもう2年が過ぎました。私として日本

は初めての外国でした。考えてみると、最初は何にも分

からず大変だったと思います。生活のためにも、研究の

ためにも、一番問題だったのは、何より言語の問題、日

本語でした。

ここでは、今まで日本語を勉強しながら感じたことを

いくつか述べたいと思います。

韓国人 として、日本語は他の外国語に比べると勉強し

やすいと言われています。その原因として、日本語と韓

表   泰 秀 (天文学専攻。修±2年・韓国)

国語は文法的に似ているし、同じ漢字文化圏であるから

と考えています。そのため、韓国では日本語の「助詞」

だけ勉強し、漢字は韓国式で読み取 りながら、日本の本

を読む人もいます。私も日本に来て始めの頃は、その方

法で本や資料から大体の情報を得ることができました。

しかし、他の人とのコミュニケーションの場合、特に何

かに対して議論する場合 とか打ち合わせの場合について

は、上の方法は全 く困る方法でありました。

他の国の外国人も同じだと思いますが、日本語を学ぶ

時に一番難しいことは漢字ではないかと思います。特に

「おもしろい」、「面白い」 !!
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私としては漢字の発音が問題でした。韓国語では、いく

つかの漢字だけを例外にして、一つ一つの漢字に対して

何時も発音が同じです。したがって、漢字で書いてある

場合すぐ発音が分かります。しかし、日本語の場合では、

同じ漢字が一つの文字で書いてある場合、二つ以上が結

合している場合、人の名前と地名の場合等、発音が違う

時が多いので難しかったです。完全に漢字を表意文字 と

してつかっているんじゃないかと思います。

日本に来て始めの頃、研究室の学生たちと夜食事に行っ

た時に、ほうれん草サラダを注文したいと思いました。

「ほうれん」はひらかなであり、「草」は漢字であるの

で、私は、「ほうれんくさサラダください。」と言ってし

まったんです。その時、隣の人が、「違います。ほうれ

んそうですよ。Jと 教えてくれました。私は、「なんで ?

これは単独で書いてあるんじゃないですか。Jと 聞きま

したが、その人の説明では、「ほうれん」の漢字が難 し

いから、ひらかなで書いているだけだと答えました。こ

●
峻 厖 馘 魔 器 謀 鷲 力F懇ぅ読むのか

分からなくて読み間違いがあるらしいですね。それを外

国人が読み間違っても不思議ではないと思いますが、一

方、地名に関しては、漢字で書いてあることが難しいこ

とであつて、その地方に住んでいる人々のそのままの呼

び方が生ていることは良いことではないかと感じていま

す。

先に漢字を見て意味を判断すると言いましたが、次に

言葉を聞いたらその単語の漢字を考えてみました。そこ

で、漢字だけでは意味が分からないことも見つけました。

例えば、「面白い」という単語、もし「面」を顔の意味で

考えると、顔が自いという意味になります。韓国で、顔

が自くなったというのは恐ろしい時とか病気の時にそう

言いますから、漢字を見た時に本当に面白くて不思議で

した。他の例 としては、「大丈夫」 という単語、これの

韓国語の意味は「男らしい男」の意味です。したがって、

「あなた、大丈夫ですか。」と言うと「あなた、男 らしい

男ですか。Jと 考えられます。「おめでとう(御 目出度う)」

は、 口が出る程度 (?)、 何故このように書いて「祝う」の

意味になったんでしょうか。

上の例に対して、その由来に関して考えてみました。

単なる私の推測に従うものですが、「面白い」という単語

に対しては日本の伝統的な歌舞伎が思い付きました。昔々、

いろんな町で歌舞伎が開かれると人々が大変喜ぶことか

ら「面白い」という言葉が生 まれたんじゃないかなと。「

大丈夫」に関しては、男らしく我慢できるかという意味

が含まれているんじゃないかなと。「おめでとう(御 目出

度う)」 の場合は、意外に成功するとか良いとがあると、

人の目が大きくなる表情のそのものを表現しているんじゃ

ないかなと。

当然とも考えますが、言葉 (言語)に はその言語を使っ

ている人々の歴史や考えを現しているという事実をもう

一度確認することになりました。そして、日本語を勉強

しながら新しく面白いものを探している気がしました。

漢字以外には、尊敬語に関してですが、韓国は儒教の

国とも言われているようにもっと厳しいと思います。特

に学生が先生を呼ぶ時には「OOO son_sen8inim」 と呼

びます。日本語では「先生」に対応しますが、韓国では「

先生 (son_seng)」 だけでは尊敬語にはなりません。さら

に、日本に来て普通に学生が先生を「○○○さん」と呼ぶ

ことをよく聞きました。勿論、それは単なる文化の差異

であるのは分かります。しかし、私が使うと思うとちょっ

と変な気持ちになって、よく使えませんでした。

日本語の勉強は、言語というものに対していろんなこ

とを考える機会になりました。今の韓国では、ハングル

専用の本や新聞が増えているため、漢字を読めない若者

たちが多 くなっています。したがって、日本語を学ぶ時

の大きな一つの興味がなくなることになります。それは

残念であることですが、人々が自分の考えや意見を述べ

ることが、文字の第一の目的であり、漢字がなくても不

便は感じないので、悪いこととは思いません。日本も自

分の言葉を表すためには、漢字だけでは不十分なのでひ

らがなとカタカナが作られたんじゃないでしょうか。

私の日本語の実力に関しては、まだまだ足 りないと感

じています。多分、博士までの留学生活が終わるまでに

は上手になろうと思いますが、その間も隠れた宝物を探

す気持ちで日本語の勉強を続けたいと思います。

平成 8年 2月  理学部主催のパーティーでスピーチする表さん
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科学の未来

「人間の未来は科学にある」とよく聞きます。科学は、

特に20世紀に色々な人間の活動のために必要になりまし

た。もし科学がなくなったら、商業、国々の経済、地球

環境もなくなり、健康問題や食糧などの問題が世界中に

増えてくると思います。私の意見はたしかに極端ですが、

実は私たちの生活には科学と工業は絶対に必要なのです。

そして、現代では科学は人間の中心にあります。そう考

えると、科学の原則を守ることも現代人間の中心である

と思います。

私の考えでは科学は世界中で変わらなければならない

と思います。科学の未来について、ここで特に二つのテー

マに分けて伝えたいと思います。商業的な科学、情報時

代、それから事実的な科学と言ったら、内容が分かると

思います。

一つの大きな問題は、科学がだんだん商業的な手段に

なる可能性があるということです。すでにある程度この

ような現象は進んでいます。会社からお金をもらうこと

は必要ですが、その会社の目的と科学の哲学が違う場合、

会社が望んでいる研究をしなければなりません。また、

その研究の成果が会社の目的と一致しない場合も、科学

者は会社 との契約のため、研究の結果を自由に発表する

ことができなくなるという状況にもなっています。

次に説明したいことは情報時代、つまり情報の氾濫で

す。生物学を例にとると、コンピューターテクノロジー

やゲノムテクノロジーなどの技術が進歩するにつれてデー

タは急速に増えていきます。情報の氾濫はたいした問題

ではないと思われるかもしれませんが、問題はただのデー

タは何の役にもたたないということです。もちろんその

データを作つている研究者の目的はそれだけではありま

せん。しかし現代の科学のための予算は全世界的に少な

くなっています。そのため、次の段階に進もうと思って

も、お金の問題でせっか く作つておいたデータはデータ

ベースのまま残ってしまい、続けることができなくなっ

てしまうような可能性があるのです。このような状況で

は、今までのやり方をそのまま続けるわけにはいきませ

ん。つまりあふれるデータを少ない予算でどう生かして

いけばいいのかを考えなければならないと思います。

近代の科学はだんだん狭い分野を深 くほり下げるよう

な reductionist methodologyの 方向へ行っています。

それはもちろん必要であると思います。しかしそれだけ

ではなく、広い視野または色々な分野の科学者がお互い

に意見を交換し、科学を行わなければならないと思いま

す。例えば1図 の分野で、生物学者、医者、コンピューター

などの工学者、心理学者などの関係する科学者が一緒に

研究することが必要であると思います。現在科学のそれ

アントニー・プール∈警些3≡う多雫究生
。

)

ぞれの分野で伝えていることは情報の氾濫になっている

のです。こうなると進歩もしなくなると思います。一つ

の分野に集中しても他の分野に関係する研究者が発見し

たことをうまく伝えなかったら、また、事実的に他の分

野の発見や議論や理論などをちゃんと批判できなかった

ら、科学の目的は哲学的でなくなってしまうと思います。

世界中で多 くの科学者によってデータがたくさん集め

られていますが、お金は減ってきている状況で、なるべ

くholisticな や り方で科学を進めていかなければいけな

いと私は思います。T.S.kulmと いう哲学者の考えは、

科学のそれぞれの分野については反乱的に進化するとい

うことです。すべての科学はそういうふうに進化してい

るかもしれません。科学の基本的な原則は変わらないの

に、科学のやる方法や approachは 進化できます。そし

て reductionist理 論が色々な理由で進まない場合、ho‐

listicな 考えはちゃんとうまく使えるという可能性があ

るかもしれません。もちろんその反対 もそうです。

科学の目的というのは色々な哲学の問題を事実的に解

答することです。この目的を守るため、科学はどの通 り

に行ってるかということを考えなければなりません。科

学の原貝Jを守れば、哲学的な進歩、それから自由な理論

しながら、商業、環境、社会を絶対積極的に進ませられ

ると思います。

平成 9年 1月 28日

理学部主催留学生パーティーでスピーチするプールさん

0
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《その他》

木曽観測所でヘールボップ彗星を撮影

写真は木曽観測所105cmシ ュミッ ト望遠鏡を用いて1997年 3月 6日 未明 5時 1分 ごろに青い光に感度のある36帥画乾板にて撮影。

露出時間 5分、写真は乾板からの密着焼 きポジ。画面の角度は 6度 × 6度四方。彗星までの,巨離は約 1億 5千万キロメー トル。

巨大なコマ (先頭の明るい芯)か ら、プラズマテールが北西 (右上)に 、ダス トのテールが西北西 (右側)に むかつてのびてい

る様子がわかる。プラズマテールは彗星からの電離 したイオンのガスが太陽系空間の磁場やプラズマ (太陽風)に よつて太陽と

反対側にむかつて吹き流されたもので、磁力線の無数の筋が見える、ダス トテールは彗星核か弓吹き出した塵の粒子が太陽の光

の圧力を受けながら軌道運動をしているもの。

祖父江 義 明 (天文学教育研究センター)

sofue@rlltk.ioa,s.u‐ tokyo.acip

吉 井   譲 (天文学教育研究センター)

yOshii@nltk loa s.u‐ tokyO.ac.jp
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東京大学情報学リエゾン推進室発足式開催される

東京大学情報学リエゾン推進室は、昨年10月 に「情報

学教育に関する懇談会」中間報告 (平成 8年 5月 21日評

議会)の趣旨に基づき、総長の管理の下に、主として東

京大学における多岐多部局にわたる情報学の教育研究体

制を有機的に結合し、更に創造 。発展するための教育研

究体制の調査検討を行うことを目的として設置された。

これを記して、 1月 17日 0午後 6時から山上会館にお

いて、学内の関係者の出席を得て発足式が行われた。同

推進室の合原一幸助教授の司会により、吉川弘之総長か

ら挨拶があり、引き続いて、益田隆司理学系研究科長

(推進室長)から推進室の概要説明、武市正人教授 (工

学系研究科計数工学専攻長)か ら「情報学が目指すもの」

と題して、今後、推進室の進むべき方向について説明が

あった後、鈴木昭憲副学長から祝辞をいただいた。

式終了ののち:懇談会に移り、蓮賞重彦副学長から祝辞

をいただき、岡村 甫工学系研究科長による乾杯の音頭

で祝宴に入つた。祝宴は、リエゾン推進室の出発を祝っ

て終始和やかな雰囲気の中ですすめられ、午後 7時50分

盛会裡に終了した。

発足式にて挨拶をされる吉川総長

―-42-―



理学系研究科1理学部教職員と留学生・外国人研究員との懇談会開かれる

去る、 1月 270午後 6時から山上会館 1階談話ホール

において、教職員と留学生・外国人研究員との懇談会が

開催された。

現在、理学系研究科・理学部には、大学院留学生131

名 (男性101名、女性30名 )、 学部留学生 5名 (男性のみ)

及び25名の外国人客員研究員が在籍している。今回の懇

談会には、教職員 。チューターを含め約120名 の参加が

あった。

会は益田理学系研究科長の挨拶で始まり、小間評議員‐

による.乾杯の音頭の後、会場は和やかな雰囲気のなかで

歓談が続けらな 各所に活発な国際交流の場が広がった。

司会は国際交流室の都河講師により行われた。

会半ばで、川回留学生センター長からの挨拶がぁり、

続いて留学生2人のスピーチが行われた.。 地質学専攻の

● 研究生謝冠園さん (台湾、女′
l■lは日本の印象と自分の

研究について愛嬌たっぶりに話し、生物化学専攻の研究

生アンソニー・ プールさん (ニ ュージーランド、男性)

は科学の未来について自分の考えを述べ、その内容の濃
いスピーチには惜しみない拍手が送られた。

次に、地質学専攻の研究生劉先文さん (男性)をはじ

めとする中国人留学生が集まつて即席に「ふるさとの春」

を合唱し、また、飛び入りで客員研究員のお嬢さん張美

中さんも可愛い歌声を披露してくれた。最後に、物理学

専攻の博± 1年孫珍永さん (男性)を中|いに結成された

韓国人留学生の合唱団が歌を2曲披露し、とりわけ韓国

語と日本語で歌った『釜山港へかえれ』は大きな喝朱を

あびた。

最後に、理学系研究科国
‐
際交流委員会委員のグラー助

教授(地球惑星物理学専攻)に |よ る閉会の辞があり、全員

で記念写真を撮影後、午後 8時に成功裡のうちに散会した。
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理学系研究科長と理学部職員組合との交渉

1996年 11月 25日 、12月 24日 および1997年 1月 27日 に益

田研究科長、柚原事務長と理職 との間で定例研究科長交

渉が行われた。主な内容は以下の通 りである。

1.職員の昇級 0昇格等の待遇改善に関わる問題について

1)技術職員

11月 の交渉で理職は、技術部組織図の主任ポス トにつ

いて選考の結果および主任ポス トを4名 しか埋めない理

由を質した。これに対し事務長は、12月 1日付けで発令

の上申をしたと答え、 4名である理由は 1系統15人で45

名の組織に対しては、 3系統相当のポストしかうめられ

ないためであると回答した。これについては、文部省や

東大本部の指導をうけていると説明した。12月 の交渉で

理職は、局長交渉では先任技術専門職員は部局が要望す

れば何人でも認めるという本部の説明があったことを指

摘し、理学部技術職員の年齢構成が50代 に山があり、昇

格をスムーズに行うため先任技術専門職員を増やすよう

要望した。事務長は、組織のバランスを考えると、専門

職員を無制限に増やすことはできないと回答した。組織

図は12月 の交渉後に理職に手交された。

12月 の交渉で理職は、技術職員の 6級昇格について、

理学部から本部への推薦順位付けの基準を質した。事務

長は技術部長を含めて総合的に判断し、号俸の他に経験

年数、職務内容、採用基準、資格なども判断基準 として

いると回答した。これに対して理職は、技術職員の職務

そのものを正しく判断すべきで、学位や資格を判断基準

とするのはおかしいと主張した。事務長は職務内容はも

ちろん重要であり、研究科長も教授会で支援を受けた技

術職員の名前を論文等に書 くことを教官に求めていると

説明したうえで、しかし学位は技術職員の向上をはかる

ものとして適切であると答えた。

1月 の交渉で理職は、昇格基準を満たしている職員の

4・ 5・ 6・ 7級の昇格要望書を手交して上申を要望し

た。これに対し事務長は、 2月 に要望を上申すると回答

した。

技術職員の専門行政職移行問題について、11月 の交渉

で理職は、国大協の総会における議論の内容 と今後の見

通しについて質した。研究科長は、総会では人事院等の

抵抗があり、現在の枠組みの中で工夫して処遇改善を図

る必要があると答えた。理職は文部省は全大教との会見

で官職の設定は困難であり、専門員・専門職員など実現

可能なものを要望するという非常に後退した形になって

いることを指摘した。理職は当局の対応を質し、事務長

は東大内部では今のところ動きはないと答えた。

2)事務職員

11月 の交渉で、理職が今年の昇格に関する方針を質し

たのに対し、事務長は事務の活性化をはかるという立場

から、 5年以上同じ場所にいる人には積極的に異動して

もらうと答えた。また、事務改善要望のアンケー トの理

学部での取 り扱いを間うたところ、事務長は専攻長に教

官のアンケー トはまとめてもらい、いっさい手を加えず

本部に提出したこと、理学部内で改善できるものについ

ては専攻長会議にフィードバックし検討していく考えで

あることを回答した。

12月 の交渉で理職は、生物科学教室事務主任の 6級昇

格を要求した。これに対し、事務長は1月 の交渉で、過

去に退職 2年前に6級昇格した例は係長歴が10年以上あっ

たためであり、これが一つの目安であると答えた。さら

に、平成 9年度は無理であろうが、10年 については可能

性はあると回答した。

3)図書職員

1月 の交渉で、理職は昇格基準を満たしている職員の
●

5・ 6級昇格要望書を手交した。これに対して、事務長

は2月 に要望をだすと答えた。

4)行 (二)職員

理職は毎月の交渉において、行 (二)職員の処遇改善

について要請した。事務長は、東大本部でも理学部から

の要望は承知しているが、他部局に年齢的にも号俸 も上

の人がいてむずかしいと答えた。また、当該職員の勤務

ぶりは理解しているが、行 (二)業務以外のことは評価

対象にならないこと、具体的な数字はわからないがすぐ

に順番が来ることはないことを説明した。理職は引き続

き昇格実現に努力してもらいたいと要望した。

2。 第 9次定員削減について

11月 と12月 の交渉において理職は、第 9次の定員削減

の理学部への割当にっいて質し、それを返上するように
●

要請した。さらに理職は、定員削減は教室系職員とりわ

け技術職員に集中する結果となっており、定年者から定

削に割 り当てることを引き続き行っていくと技術職員の

数がますます減少してしまうので、技術部長である研究

科長は技官を定削にまわすのは望ましくないと外に向かっ

て主張して欲しいと12月 と1月 の交渉で要望した。12月

の交渉で、研究科長は部局長会議で受けてきたので、割

当を返上するようなことはできない、しかし、定員削減

はきびしいと述べ、 1月 の交渉で、理学部への割当は平

成 9年から13年の 5年間で職員は14人助手は 2人である

と説明した。技術職員への定削の集中について、研究科

長は技術職員が定削に関しては一番弱い立場にある上、

さらに専行職移行も困難 となり、これでは良い人材は来

ないのでもっと良い処遇ができるように変えていく必要

があると述べた。理職は、技術職員への定削の集中に対

する理学部の対応が理学部支援組織の今後にとって非常

に重要であり、この問題について現状分析を行ってほし

いと要望した。 1月 の交渉で、第 9次定員削減に対する

―-44-―



理学の対応の方針を質したのに対し、事務長は、 2月 の

人事委員会で検討することになっていると回答した。

3.教室事務・図書職員の組織化問題について

12月 の交渉で、事務および図書職員の組織化に関する

検討委員会ができたこと、またその委員会のメンバーが

明らかとなった。理職は1月 の交渉で教室事務および図

書職員の組織化に関する第一回の検討委員会の内容 と、

今後の予定を質した。事務長は、第一回は現状の勉強会

をやったと述べ、 5月 頃までにはまとめて、平成10年度

の概算要求に間に合わせたいと答えた。また、職員に対

する説明会をし、教室の意見も反映させるつもりである

と回答した。これに対し理職は、内容的に重大であり、

時間をかけて十分な検討が必要であるにもかかわらず、

平成10年度の概算要求に出す理由を質した。事務長は、

図書職員の組織についてはすでに 5回 くらい話し合いの

場を持ち、組織化に伴うメリット・デメリットを検討し

ており、実施が遅れれば待遇改善が遅れる事になると回

答した。理職は組織化による待遇改善の具体的可能性を

質した。事務長は、現状では教室に専門職員はおけない

が、組織化によりそれが可能 となり6・ 7級への道も開

けること、図書職員は現状では停年時 6級であるが、組

織化して係長や専門職員をおくことにより、待遇は改善

することになりうること、さらに、組織イいこより定員削

減に対応可能であることを回答した。理職が教室事務職

員の組織化後の所属を質したのに対 して、事務長は中央

所属となると答えた。理職は拙速に事を進めるのは問題

であり、職員との話し合いの場を持つこと、研究科長が

委員会に内容公開を指示するよう要請した。研究科長は、

壽榮松委員長に話すと答えた。

4.理学部新一号館・理学部図書館の建設問題について

12月 の交渉において理職は理学部図書館建設の可能性

を質した。研究科長は新 1号館 2期工事には含まれてい

ないと答えた。これに対し、理職は理学部図書館が 2期

工事に含まれることは過去の科長交渉において確認して

きたことを指摘し、無責任な回答をであると問題とした。

さらに、理職は今後の交渉における責任ある回答を要請

し、科長は同意した。事務長は、理学部休養室と理職の

部屋については確保されていると説明した。

5.柏キャンパス問題について

11月 の交渉で理職は、柏キャンパスの進捗状況、職員

組織の内容を質したのに対し、研究科長は、理学部の中

にワーキンググループを二つ作 リアカデミックプランを

検討中であること、また、柏の研究組織の構造が決定し

ていないため職員については、まったく検討していない

ことを回答 した。12月 の交渉では、東大 としてのプロ

デューサーとアドバイザーが決まり、アカデミックプラ

ンを作成しており、来年の概算要求に出す予定でまとめ

ていると述べた。

6.教官任期制について

理職は、教官任期制導入の問題に関する研究科の考え

を問うたのに対し、研究科長は教授会で正式に決まって

はいないが、将来計画委員会などでは理学部には好まし

くないという結論になっており、きわめて慎重な態度で

望むというのが現在の立場であると答えた。
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博士 (理学)学位授与者

平成 8年 12月 16日 付学位授与者 (4名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

課程博士  情報科学  千 葉   滋  コンパイル時メタオブジェクト・ プロトコルに関する研究

〃   情報科学  宮 田 高 志  自然言語処理における推論の制御に関する研究

論文博士  物 理 学  柏 谷   聡  超伝導 トンネル分光の実験及び理論研究

〃   化  学  池 上   努  アルゴンクラスターイオンの断熱・非断熱過程の理論的研究

平成 8年 12月 27日付学位授与者 (1名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

課程博士  楊電瘍曇  宮 崎 明 子  窒素と希ガスのシリケイトメル トヘの溶解度の研究

平成 9年 1月 20日付学位授与者 (5名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

論文博士  情報科学  吉 浦   裕  不完全表現からの意味の復元モデルを用いた理解方式の研究

〃   情報科学  タイ チュウ ラン  据警雫害更畠
モデルするためのレーブグラフに基づく位相幾何モデルと
面法

〃   物 理 学  樋 上 和 弘  可積分系および長距離相互作用をもつ模型の研究

〃   物 理 学  武 田   靖  回転クエット体系での流れの遷移

〃   生物科学  出 田 立 郎  雰量轟省轟新借富掌ξ屏勇
および男性ホルモン・レセプター関連遺伝子

平成 9年 1月 31日 付学位授与者 (1名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

課程博士  楊電拶曇  羽 鳥 友 彦  蟹3曹諄更芳島用
いたDSMに よる理論地震波形計算とその波形インバ

平成 9年 2月 17日 付学位授与者 (5名 )

種 別 専 攻 申 請 者 名     論  文  題  目

課程博士 地 質 学 阿波根 直 一  北西太平洋における過去12万年間の生物起源粒子の堆積過程

〃   物 理 学  佐 甲 博 之  11.7AGeV/Cに おけるAu+Au衝突からの反陽子生成

論文博士 化  学 飯 塚 泰 雄  二酸化モリブデン表面の活性酸素の挙動とCOお よびH2の酸化反応機構

〃   地 質 学 金   聖 烈  落進醤ゐ善響るこ

~ナ映像資料処理による韓国東南海域迎日湾における

〃   物 理 学 中 山 一 昭  非線形力学系の幾何学的な方法による解析
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編 集 後 記

弄 ホ 襲 夫‐刺嘲
遍 鑢 舅 嗜 鋤 職 u鰤 :∝書
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